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全
ト
ڠ
ト
ラ
ッ
ク
関
係
ࢪ
策
に
関
す
る
要
望

ް
࿑
ল
ޏ、
用
ௐ
੔
助
成
金
の
׆
用
を

東
ト
ڠ
が
初
೚
運
転
者
ಛ
ผ
ߨ
श
開
࠵

ް
࿑
ল
、ྩ
和
７
年
࿑
災
発
生
状
況

東
ト
ڠ
連
が
８
年
度
通
常
૯
会
を
開
࠵

̎̏̐̒̓

4
月
2�
日
に
東
ト
૯
合
会
ؗ

で
ֶ
Պ
ڝ
ٕ
、
�
月
�1
日
に

警
ࢹ
庁
府
中
運
転
໔
ڐ
ࢼ
験

場（
府
中
市
）で
実
Պ
ڝ
ٕ
が

行
わ
れ
、
બ
手
た
ち
は
日
ࠒ

ഓ
っ
た
安
全
運
転
の
知
識
と

ٕ
ज़
を
ڝ
い
合
っ
た
。な
お
、

今
大
会
は
例
年
よ
り
参
Ճ
者

が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

ಛ
例
と
し
て
ֶ
Պ
ڝ
ٕ
の
出

場
者
全
һ（
ࣙ
ୀ
者
を
除
く
）

が
実
Պ
ڝ
ٕ
に
進
出
で
き
る

ા
ஔ
が
と
ら
れ
た
。

表
জ
ࣜ
で
は
ま
ず
、
警
ࢹ

庁
ަ
通
෦
の
޻
౻
஧
༤
؅
ཧ

׭
に
よ
る
実
Պ
ڝ
ٕ
の
ߨ
評

の
後
、
成
੷
発
表
と
֤
৆
の

त
与
が
行
わ
れ
た
。

ݸ
人
表
জ
で
は
、
水
野
会

長
か
ら
中
小
ا
業
࠷
༏
ल
者

৆
が
त
与
さ
れ
た
ほ
か
、
֤

෦
໳
の
準
༏
勝
者
お
よ
び
３

～
５
Ґ
入
৆
者
の
代
表
に
東

ト
ڠ
会
長
৆
が
ଃ
ら
れ
た
。

֤
෦
໳
の
༏
勝
者
に
は
、
޻

౻
؅
ཧ
׭
か
ら
警
ࢹ
庁

ަ
通
෦
長
৆
が
、
水
野

֤
෦
໳
の
上
Ґ

入
৆
者
は
ද
の
通

り
。
２
Ἁ
෦
໳
は

多
ຎ
運
送
本
社

（
多
ຎ
ࢧ
෦
）の
৿

信
ೋ
さ
ん
、
４
Ἁ

෦
໳
は
西
ೱ
運
༌

八
Ԧ
子
ࢧ
店（
全

流
ڠ
）の
ᴡ
౻
఩

໵
さ
ん
、
11
Ἁ
෦

໳
は
日
本
通
運
の

久
保
寺
さ
ん
、
ト

レ
ー
ラ
෦
໳
は
日

本
通
運
東
京
海
運

ࢧ
店
自
動
ं
事
業
所（
ߓ
ࢧ

෦
）の
Ҫ
口
३
さ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
༏
勝
し
た
。

今
大
会
に
は
会
һ
事
業
者

の
プ
ロ
・
ト
ラ
ッ
ク
υ
ラ
イ

バ
ー
��
人
が
Τ
ン
ト
リ
ー
。

会
長
か
ら
東
ト
ڠ
会
長
৆
が

そ
れ
ぞ
れ
त
与
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
૯
合
༏
勝
の
久
保
寺

さ
ん
に
は
、
東
京
౎
౎
市
੔

備
ہ
౎
市
基
൫
෦
の
٢
ా
一

ت
ௐ
੔
՝
長
か
ら
東
京
౎
知

事
৆
が
ଃ
ఄ
さ
れ
た
。

事
業
所
表
জ
で
は
、
૯
合

༏
勝
の
久
保
寺
さ
ん
が
所
ଐ

す
る
、
日
本
通
運
東
京
ࢧ
店

ロ
ジ
ス
テ
ỹ
ク
ス
オ
ϖ
レ
ー

シ
ἀ
ン
෦
༌
送
՝
に
対
し
、

東
京
運
༌
ࢧ
ہ
の
勝
家
ল
࢘

ࢧ
ہ
長
か
ら
東
京
運
༌
ࢧ
ہ

長
৆
が
त
与
さ
れ
た
。
あ
わ

せ
て
、
関
東
ަ
通
ڞ
ࡁ
ڠ
ಉ

૊
合
の
小
塚
正
和
ઐ
຿
ཧ
事

よ
り
、
ಉ
૊
合
ཧ
事
長
・
東

京
自
動
ं
ൢ
ച
ڠ
会
長
৆
が

ଃ
ら
れ
た
。

表
জ
後
、
水
野
会
長
は
あ

い
さ
つ
で
બ
手
の
݈
闘
を
た

た
え
、「
プ
ロ
υ
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
の
社
会
的
੹
຿
を
自

֮
し
、
安
全
・
安
心
、
ແ
事

ނ
・
ແ
ҧ
൓
を
ప
ఈ
し
て
ほ

し
い
。
一
ൠ
υ
ラ
イ
バ
ー
の

໛
ൣ
と
な
り
、
継
続
的
な
౒

ྗ
を
通
じ
、
安
全
意
識
と
ト

ラ
ッ
ク
υ
ラ
イ
バ
ー
の
社
会

的
評
価
の
向
上
に
౒
め
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
来
ෂ
を
代
表
し
て
ॕ

ࣙ
を
ड़
べ
た
٢
ా
ௐ
੔
՝
長

は
、「
౎
ຽ
生
׆
は
、ト
ラ
ッ

ク
υ
ラ
イ
バ
ー
の
օ
様
の

日
々
の
౒
ྗ
に
ࢧ
え
ら
れ
て

い
る
。
東
京
の
物
流
を
担
う

プ
ロ
υ
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、

今
後
の
さ
ら
な
る
׆
༂
を
願

う
」と
Τ
ー
ル
を
送
っ
た
。

本
大
会
は
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
ओ
࠵
の「
第
��
回

全
国
ト
ラ
ッ
ク
υ
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
東
京

౎
代
表
બ
手
બ
考
を
݉
Ͷ
て

お
り
、東
ト
ڠ
υ
ラ
イ
バ
ー・

コ
ン
テ
ス
ト
検
討
小
ҕ
һ
会

の
৹
ࠪ
を
経
て
代
表
બ
手
を

ܾ
ఆ
す
る
。

こ
の
後
、
大
会
実
行
ҕ
һ

長
の
৿
本
勝
໵
෭
会
長
が
ด

会
の
あ
い
さ
つ
を
ड़
べ
た
。

な
お
、
本
大
会
は
警
ࢹ
庁

ަ
通
෦
と
の
ڞ
࠵
、
東
京
౎

公
正
取
引
ҕ
һ

会
は
６
月
10
日
、

ྩ
和
７
年
度
に
お

け
る
取
ద
๏（
中

小
受
ୗ
取
引
ద
正

化
๏
、旧
下
੥
๏
）

の
運
用
状
況
と
、

中
小
事
業
者
౳
の

取
引
ద
正
化
に
向

け
た
取
り
૊
み
を
公
表
し

た
。そ

れ
に
よ
る
と
、７
年
度

の
勧
ࠂ
݅
数
は
�9
݅
で
、
平

成
Ҏ
߱
࠷
多
と
な
っ
た
。

運
送
業
຿
に
関
す
る
ओ
な

勧
ࠂ
事
例
で
は
、
セ
ン
コ
ー

お
よ
び
東
京
運
༌
ࢧ
ہ
の
後

ԉ
、
関
東
ަ
通
ڞ
ࡁ
ڠ
ಉ
૊

合
の
ڠ
ྗ
、
東
京
自
動
ं
ൢ

が
、
下
੥
事
業
者
17
名
に
対

し
、
自
社
ࢪ
ઃ
内
で
の
ՙ
ੵ

み
・
ՙ
Է
し
や
付
ଳ
業
຿
を

ແ
ঈ
で
行
わ
せ
た
ほ
か
、
ແ

ঈ
で
՟
物
の
受
け
渡
し
の
た

め
長
時
間
待
機
さ
せ
て
い

た
。
ま
た
、
ೆ
日
本
運
༌
૔

ݿ
は
、「
元
੥
؅
ཧ
手
数
料
」

な
ど
の
名
目
で
下
੥
代
金
を

ݮ
額
し
た
ほ
か
、
そ
の
ࢧ
෷

い
に
൐
う
ৼ
込
手
数
料
を
ෛ

担
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

ओ
な
勧
ࠂ
の
内
容
と
し
て
、

今
後
ಉ
様
の
行
ҝ
を
行
わ
な

い
こ
と
を
取
క
役
会
の
ܾ
ٞ

に
よ
り
֬
ೝ
す
る
こ
と
や
、

ച
ڠ
会
の
ڠ
ࢍ
で
開
࠵
さ
れ

た
。

๏
ྩ
९
क
体
੍

の
੔
備
を
求
め

た
。公

取
ҕ
で
は
、
中
小
事
業

者
౳
の
取
引
ద
正
化
に
向

け
、
説
明
会
や
相
ஊ
対
応
の

ほ
か
、
ՙ
ओ
と
物
流
事
業
者

と
の
取
引
に
関
す
る
実
ଶ
ௐ

ࠪ
を
継
続
的
に
実
ࢪ
し
て
い

る
。７
年
度
も
ՙ
ओ
３
万
社
、

物
流
事
業
者
４
万
社
を
対
象

に
ௐ
ࠪ
を
実
ࢪ
し
て
お
り
、

今
後
、
そ
の
結
Ռ
を
取
り
ま

と
め
、公
表
す
る
予
ఆ
。

վ
ਖ਼
෺
ྲྀ
ಛ
घ
ࢦ
ఆ
ࠂ
ࣔ
΁

ண
ՙ
ओ
ͷ
ߦ
ҝ
Λ
ن
੍
ର
৅

公
取
ҕ
は
６
月
17
日
、「
ಛ

ఆ
ՙ
ओ
が
物
品
の
運
送
ຢ
は

保
؅
を
ҕ
ୗ
す
る
場
合
の
ಛ

ఆ
の
不
公
正
な
取
引
ํ
๏
」

（
改
正
物
流
ಛ
घ
ࢦ
ఆ
）、「
੡

造
ҕ
ୗ
౳
に
係
る
代
金
の
ࢧ

෷
に
関
す
る
ಛ
ఆ
の
不
公
正

な
取
引
ํ
๏
」（
ࢧ
෷
ࠂ
示
）

౳
に
つ
い
て
、３
月
12
日
ࠂ

示
Ҋ
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
、
公
ௌ
会
の
結
Ռ
を
踏

ま
え
、
原
Ҋ
に
つ
い
て
ٕ
ज़

的
な
修
正
を
し
た
上
で
、
࠷

終
的
な
修
正
Ҋ
を
֬
ఆ
し
た

と
発
表
し
た
。

改
正
Ҋ
に
つ
い
て
は
、
ಉ

日
公
෍
、̕
年
４
月
１
日
ࢪ

行
予
ఆ
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
は
、
ྩ
和
８
年

度
の「
道
路
情
報
の

ి
子
化
」「
ॏ
さ
ࢦ
ఆ

道
路
」
お
よ
び「
高

さ
ࢦ
ఆ
道
路
」
の
ࢦ

ఆ
に
向
け
、
会
һ
事

業
者
か
ら

の
要
望
を

受
け
付
け

て
い
る
。
国
土
ަ
通

ল
や
関
係
行
政
に
対
し
て
、

ಛ
घ
ं
両
の
通
行
ڐ
可
৹
ࠪ

の
ਝ
଎
化
や
通
行
ن
੍
の
؇

和
を
求
め
る
た
め
の
も
の
。

「̃
道
路
情
報
の
ి
子
化
」

ử
道
路
๏
ं
両
੍
限
ྩ
に
基

づ
く
ಛ
घ
ं
両
の
通
行
に
お

い
て
、
ಛ
घ
ं
両
通
行
ڐ
可

੍
度
に
お
け
る
৹
ࠪ
の
ਝ
଎

化
や
ಛ
घ
ं
両
通
行
֬
ೝ
੍

度
の
利
用
向
上
を
目
的
と
し

て
、
༏
先
的
に「
道
路
情
報

の
ి
子
化
」（
道
路
情
報
ศ
ཡ

へ
の
収
࿥
）を
ਤ
る
べ
き
区

間
に
つ
い
て
、
要
望
を
受
け

付
け
る
。

「̃
ॏ
さ
ࢦ
ఆ
道
路
の
ࢦ

ఆ
」
ử
道
路
通
行
時
の
ॏ
さ

の
࠷
高
限
度
を
2�
Ἁ（
道
路

๏
に
お
け
る
一
ൠ
的
੍
限
஋

は
20
Ἁ
）と
す
る「
ॏ
さ
ࢦ

ఆ
道
路
」
の
ࢦ
ఆ
を
ر
望
す

る
区
間
に
つ
い
て
要
望
を
受

け
付
け
る
。

「̃
高
さ

ࢦ
ఆ
道
路
の

ࢦ
ఆ
」
ử
道
路
通
行
時
の
高

さ
の
࠷
高
限
度
を
４
・
１
㍍

（
道
路
๏
お
よ
び
道
路
ަ
通

๏
の
一
ൠ
的
੍
限
஋
は
３
・

８
㍍
）と
す
る「
高
さ
ࢦ
ఆ

道
路
」
の
ࢦ
ఆ
を
ر
望
す
る

区
間
に
つ
い
て
要
望
を
受
け

付
け
る
。

要
望
の
受
付
は
、
東
ト
ڠ

を
通
じ
て
実
ࢪ
す
る
。
所

ఆ
の
ఏ
出
フ
Ỹ
イ
ル
を
ఴ

付
の
上
、
メ
ー
ル
ア
υ
レ

ス
（O

�P
P
UB
L
F!
UUB
�

OF�KQ

）へ
送
付
す
る
。
క

め
切
り
は
７
月
14
日
ま
で
。

ৄ
細
は
、
全
ト
ڠ
ホ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
を
参
র
。

˜
ਃ
੥
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
ử
全
ト
ڠ
道
路
・
ࢪ

ઃ
෦（
ὸ
0�
・
３
３
５
４
・

１
０
̕
１
）

東ト協ドラコン入賞者一覧
෦໳・ॱ Ґ બख໊ࢯ ॴଐۀࣄॴ໊

౦ژ౎஌ࣄ৆

��トϯ �఩໵ࣉอٱ 日ຊ௨ӡ東ࢧژళϩδεςΟΫεΦϖϨʔγϣϯ෦༌ૹ՝ʢฏҪʣ

֤෦໳্Ґೖ৆ऀ

̎
τ
ϯ

�Ґ ৿ɹ�ɹ৴ೋ ଟຎӡૹຊࣾ

�Ґ ࿨ాɹߊ�Ұ ଟຎӡૹຊࣾ

�Ґ ૲ౡɹ�େ஍ ϋφϫトϥϯεϙʔトट౎ݍΤϦΞۀࣄ෦・東ژӦۀॴ

�Ґ ӏ઒ɹ�ਅथ Ξαώϩδฏ࿨ౡࢧళ

�Ґ ૔ɹ�େհڮ Ξαώϩδ੢ଟຎग़ுॴ

̐
τ
ϯ

�Ґ ᴡ౻ɹ�఩໵ ੢ೱӡ༌ീԦࢧࢠళ

�Ґ ༄ᖒɹ�༏ే ϋφϫトϥϯεϙʔトट౎ݍΤϦΞۀࣄ෦・東ژӦۀॴ

�Ґ ૔࣋ɹ�࿨ق 日ຊ௨ӡ東ࢧژళϩδεςΟΫεΦϖϨʔγϣϯ෦༌ૹ՝ʢฏҪʣ

�Ґ ӬҪɹ�ਸੜ ੢ೱӡ༌ࢳۋொࢧళ

�Ґ ൬্ɹ�ྑհ 日ຊ௨ӡଟຎࢧళ༌ૹ՝

��
τ
ϯ

�Ґ �఩໵ࣉอٱ 日ຊ௨ӡ東ࢧژళϩδεςΟΫεΦϖϨʔγϣϯ෦༌ૹ՝ʢฏҪʣ

�Ґ ᐩҪɹ�఩ฏ 日ຊ௨ӡ東ژւӡࢧళࣗಈंۀࣄॴ

�Ґ ɹ�ত෉ڮ∁ ଟຎӡૹຊࣾ

�Ґ ౻ฏɹ�୓࣮ 日ຊ௨ӡ東ࢧژళϩδεςΟΫεΦϖϨʔγϣϯ෦༌ૹ՝ʢ๺࠭ʣ

�Ґ ٢ւߐɹ�࣮ /9Ωϟογϡ・ϩδεςΟΫεؔ東ࢧళ
τ
Ϩ
ồ
ϥ

�Ґ Ҫޱɹ�ɹ३ 日ຊ௨ӡ東ژւӡࢧళࣗಈंۀࣄॴ

�Ґ Ҫ্ɹ�ಞ࢙ 日ຊ௨ӡ東ࢧژళίϯςφΦϖϨʔγϣϯ෦༌ૹ՝

தখ࠷ۀا༏लऀ৆
̐トϯ ༄ᖒɹ�༏ే ϋφϫトϥϯεϙʔトट౎ݍΤϦΞۀࣄ෦・東ژӦۀॴ

౦ژ運༌ہࢧ௕৆
ؔ౦ަ௨ڠࡁڞಉ組߹ཧࣄ௕ɾ౦ࣗژಈंൢചڠձ௕৆
��トϯ 日ຊ௨ӡ東ࢧژళϩδεςΟΫεΦϖϨʔγϣϯ෦༌ૹ՝

Μɺ૯߹༏উの��τϯ෦͞ޱΒ֤෦໳༏উऀのτϨʔϥ෦໳・Ҫ͔ࠨ
໳・ٱอ͞ࣉΜɺਫ໺会௕ɺ�τϯ෦໳・ᴡ౻͞Μɺ�τϯ෦໳・৿͞Μ

ަ
௨
҆
શ
΁
ϓ
ϩ
ͷ
ن
ൣ
Λ
ࣔ
͢

ҧ
൓
ק
ࠂ
��
݅
ỏฏ
੒
Ҏ
߱
Ͱ
࠷
ଟ

ủ
ಓ
࿏
৘
ใ
ͷ
ి
ࢠ
Խ
Ứủ
ॏ
͞
ࢦ
ఆ
ಓ
࿏
Ứủ
高
͞
ࢦ
ఆ
ಓ
࿏
Ứ

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
水
野
功
会
長
）

は
６
月
８
日
、
東
ト
総
合
会
館
で
令
和
８

年
度「
第
47
回
東
ト
協
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式
」を
開
催
し
た
。
今
大
会

で
は
、11
㌧
部
門
に
出
場
し
た
日
本
通
運

東
京
支
店
ロ
ジ
ス
ティ
ク
ス
オ
ペレ
ー
シ
ョ

ン
部
輸
送
課〈
平
井
〉（
港
支
部
）の
久
保
寺

哲
也
さ
ん
が
、各
部
門
を
通
じ
て
最
高
得

点
の
成
績
を
収
め
て
総
合
優
勝
を
果
た
し
、

東
京
都
知
事
賞
を
受
賞
。
都
内
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
プ
ロ
・
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
栄

冠
に
輝
い
た
。

υϥΠόʔɾίϯςετ東ト協
ୈ��ճ

総
合
優
勝
は
11
㌧
部
門
・
久
保
寺
さ
んớ
೔
ຊ
௨
ӡ
Ờ

౦τڠͰ̓���·Ͱड෇த

ಓ
࿏
ؔ
܎
ཁ
๬
Λ
ड
෇
中

શ
τ
ڠ

取ద๏ͷ運༻ঢ়گ ެऔҕ
̓年度
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●
税
制
改
正
関
係
要
望
事
項

１
．
自
動
車
関
係
諸
税
の
簡

素
化
・
軽
減
等

ᾇ
૸
行
ڑ
཭
՝
੫
な
ど
新
た

な
੫
ෛ
担
に
つ
い
て
断
ݻ

൓
対

ᾈ
自
動
ं
関
係
ॾ
੫
の
؆
ૉ

化
・
軽
ݮ

ᾉ
自
動
ं
関
係
ॾ
੫
に
お
け

る
営
自
格
差
の
֦
ॆ

２
．
中
小
企
業
投
資
促
進
税

制
の
延
長

３
．
特
例
措
置
の
延
長
・
拡

充

ᾇ
中
小
ا
業
・
ڠ
ಉ
૊
合
౳

の
๏
人
੫
཰
の
ಛ
例
ા
ஔ

の
Ԇ
長

ᾈ
中
小
ا
業
経
営
ڧ
化
੫
੍

の
Ԇ
長

ᾉ
中
小
ا
業
防
災
・
ݮ
災
౤

ࢿ
促
進
੫
੍
の
Ԇ
長

ᾊ
௞
上
げ
促
進
੫
੍
の
Ԇ
長

ᾋ
自
動
ं
ॏ
ྔ
੫
の
̖
̨
̫

（
先
進
安
全
自
動
ं
）
ಛ

例
ા
ஔ
の
֦
ॆ

４
．
そ
の
他
税
制
に
係
る
要

望

ᾇ
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
が
運
営
す

る
地
Ҭ
防
災
・
災
害
対
策

関
連
ࢪ
ઃ
౳
に
係
る
ݻ
ఆ

ࢿ
産
੫
の
軽
ݮ
ા
ஔ
の
ద

用
ᾈ
自
動
ं
ॏ
ྔ
੫
の
道
路
ಛ

ఆ
ࡒ
ݯ
化

●
道
路
関
係
要
望
事
項

１
．
高
速
道
路
料
金
徴
収
期

限
の
延
長
を
踏
ま
え
た

利
便
性
向
上
策
の
推
進

２
．
高
速
道
路
料
金
の
引
下

げ

ᾇ
料
金
水
準
の
引
下
げ（
̣

̚
̭
̘
̤
３
社
）

ᾈ
ं
種
区
分
の
検
討
に
お
け

る
ト
ラ
ッ
ク
༌
送
へ
の
十

分
な
配
慮

ᾉ
大
口
・
多
ස
度
割
引
の
֦

ॆ
ા
ஔ
の
Ԇ
長
及
び
実
࣭

�0
ˋ
割
引
へ
の
֦
（ॆ
̣

̚
̭
̘
̤
３
社
）

ᾊ
ौ
଺
対
策
౳
に
ࢿ
す
る
料

金・割
引
੍
度
の
ઃ
ఆ（
̣

̚
̭
̘
̤
３
社
、
ट
౎
高

け
た
ࢧ
ԉ

ᾈ
高
଎
道
路
の
޻
事
に
お
け

る
υ
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意

ש
ى

ᾉ
ౙ
期
に
お
け
る
道
路
ަ
通

対
策

ᾊ
自
然
災
害
時
の
高
଎
道
路

料
金

ᾋ
̚
̩
̘
２
・
０
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
の
ॆ
実

ᾌ
̚
̩
̘
コ
ー
ϙ
レ
ー
ト
カ

ー
υ
に
係
る
保
ূ
額
の
ݮ

額
ᾍ
̚
̩
̘
コ
ー
ϙ
レ
ー
ト
カ

ー
υ
௥
Ճ
保
ূ
金
౳
の
༬

ୗ
期
限
Ԇ
長

ᾎ
̚
̩
̘
コ
ー
ϙ
レ
ー
ト
カ

ー
υ
の
૸
行
明
細
デ
ー
λ

ఏ
供
手
数
料
ແ
料
化

●
予
算
・
施
策
関
係
要
望
事

項
１
．
運
輸
事
業
振
興
助
成
交

付
金
に
係
る
財
源
の
確

保

２
．
燃
料
等
の
供
給
制
限
及

び
価
格
高
騰
へ
の
支
援

３
．「
総
合
物
流
施
策
大
綱

（
２
０
２
６
年
度
〜
２

０
３
０
年
度
）」に
基
づ

଎
ࡕ、
神
高
଎
）

ᾋ
ट
౎
高
଎
౳
に
お
け
る
割

引
੍
度
の
֦
ॆ

ᾌ
本
࢛
高
଎
に
お
け
る
割
引

੍
度
の
֦
ॆ

ᾍ
෱
Ԭ
・
๺
۝
州
ݍ
に
お
け

る
シ
ン
プ
ル
で
シ
ー
ム
レ

ス
な
高
଎
道
路
料
金
の
実

現
ᾎ
そ
の
ଞ（
ఆ
額
੍
料
金
੍

度
の
検
討
）

３
．
物
流
基
盤
の
整
備

ᾇ
高
଎
道
路
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク

の
੔
備
・
ॆ
実

ᶃ「
ॏ
要
物
流
道
路
」
の
ࢦ

ఆ
、
ࢦ
ఆ
道
路
へ
の
集
中

౤
ࢿ

ᶄ
࢑
ఆ
２
ं
ઢ
区
間
の
４
ं

ઢ
化
の
ਪ
進

ᶅ
ミ
ッ
シ
ン
ά
リ
ン
ク
の
解

ফ
ᶆ
ौ
଺
対
策
の
ਪ
進

ᶇ
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
や

自
動
運
転
な
ど
の
ਪ
進
に

ࢿ
す
る
実
ࢪ
؀
境
੔
備
の

ਪ
進

く
対
応
へ
の
支
援

ᾇ
ト
ラ
ッ
ク
ద
正
化
ೋ
๏
へ

の
対
応
な
ど
঎
׳
行
の
見

直
し
に
向
け
た
ࢧ
ԉ

ᶃ
ద
正
運
௞
収
受
・
価
格
転

嫁
に
向
け
た
ࢧ
ԉ

ᶄ
改
正
物
流
๏
、
ト
ラ
ッ
ク

ద
正
化
ೋ
๏
の
周
知
及
び

ՙ
ओ
౳
に
お
け
る
ҧ
൓
原

因
行
ҝ
・
ແ
ڐ
可
経
営
౳

原
因
行
ҝ
๾
໓
に
向
け
た

働
き
か
け
౳
の
ਪ
進

ᶅ
取
ద
๏
に
か
か
る
周
知
及

び
取
引
؀
境
の
݈
全
化
に

対
す
る
ࢧ
ԉ

ᾈ
物
流
の
ޮ
཰
化
に
向
け
た

ࢧ
ԉ

ᶃ
࿑
働
生
産
性
の
向
上
や
࿑

働
؀
境
改
ળ
に
向
け
た
ࢧ

ԉ
ᶄ
人
ࡐ
֬
保
・
人
ࡐ
ҭ
成
に

対
す
る
ࢧ
ԉ

４
．
環
境
・
交
通
安
全
対
策

に
係
る
支
援

ᾇ
؀
境
対
策
及
び
ল
Τ
ω
対

策
の
た
め
の
ࢧ
ԉ

ᶃ
カ
ー
Ϙ
ン
ニ
ỿ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
た
ࢧ
ԉ

ᶄ
石
油
石
୸
੫
の「
地
ٿ
Թ

ᶈ
下
関
๺
۝
州
道
路
の
早
期

実
現

ᾈ
休
憩
・
休
息
ࢪ
ઃ
、
中
継

物
流
ڌ
点
の
੔
備
・
֦
ॆ

ᶃ
高
଎
道
路
の
̨
・̥̖
̖
、

道
の
駅
に
お
け
る
ற
ं
ス

ϖ
ー
ス
の
੔
備
・
֦
ॆ

ᶄ
大
ܕ
ं
ற
ं
Ϛ
ス
の
෯
の

֦
大

ᶅ
高
଎
道
路
の
一
時
ୀ
出
を

可
能
と
す
る
ા
ஔ
の
֦
ॆ

（
̣
̚
̭
̘
̤
３
社
）

ᶆ
シ
Ỿ
ϫ
ー
ࢪ
ઃ
౳
、休
憩・

休
息
ݐ
屋
内
の
ࢪ
ઃ
の
ॆ

実
ᶇ
中
継
物
流
ڌ
点
の
全
国
ల

開
に
よ
る
中
継
༌
送
の
ਪ

進
４
．
特
殊
車
両
通
行
許
可
に

係
る
諸
課
題
の
改
善

ᾇ
ं
両
੍
限
ྩ
ҧ
൓
点
数
੍

度
の
改
ળ

ᾈ
ॏ
要
物
流
道
路
の
ಛ
घ
ं

両
通
行
ڐ
可
手
続
き
を
不

要
と
す
る
ા
ஔ
の
֦
大

ᾉ
ਃ
੥
ෛ
担
の
軽
ݮ

５
．
そ
の
他
施
策
の
推
進

ᾇ
高
଎
道
路
料
金
౳
の
運
௞

料
金
の
֬
実
な
収
受
に
向

ஆ
化
対
策
の
た
め
の
՝
੫

の
ಛ
例
」
に
係
る
補
助
の

継
続

ᶅ
燃
料
ి
஑
自
動
ं
౳
の
ී

及
に
係
る
補
助
の
継
続

ᾈ
ަ
通
安
全
対
策
の
た
め
の

ࢧ
ԉ

ᶃ
̖
̨
（̫
先
進
安
全
自
動

ं
）
関
連
機
ث
の
ಋ
入
に

対
す
る
補
助
の
継
続

ᶄ
デ
ジ
λ
ル
ࣜ
運
行
ه
࿥

ܭ
、
υ
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

౳
運
行
؅
ཧ
ࢧ
ԉ
機
ث
の

ಋ
入
に
対
す
る
補
助
の
継

続
ᾉ
ं
両
の
ి
動
化
౳
に
൐
う

ं
両
૯
ॏ
ྔ
౳
の
ن
੍
؇

和
５
．
施
策
要
望

ᾇ
市
街
化
ௐ
੔
区
Ҭ
に
係
る

๏
੍
度
の
見
直
し

ᾈ
被
け
ん
引
自
動
ं
の
自
動

ं
ଛ
害
ഛ
ঈ
੹
೚
保
険

（
自
ഛ
੹
保
険
）
保
険
料

の
見
直
し

ᾉ
՟
物
集
配
中
の
ं
両
に
係

る
ற
ं
ن
੍
の
見
直
し

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会（
寺
Ԭ
洋
一
会

長
）は
６
月

４
日
、
ߓ
区

の
第
一
ホ
テ

ル
東
京
で
第

２
１
５
回
ཧ

事
会
を
開
࠵

し
、
ྩ
和
７

年
度
事
業
報

ࠂ
書（
Ҋ
）・

ಉ
ܭ
算
書
類

（
Ҋ
）
な
ど

を
৹
ٞ
・
ঝ

た
第
６
回
道
路
・
ࢪ
ઃ
ҕ
һ

会（
御
手
ચ
安
ҕ
һ
長
）で

ঝ
ೝ
し
た
̕
年
度「
ト
ラ
ッ

ク
関
係
ࢪ
策
に
関
す
る
要
望

事
߲
」（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

全
ト
ڠ
で
は
７
月
Ҏ
߱
、

与
党
を
は
じ
め
֤
政
党
の
関

係
会
ٞ
や
ト
ラ
ッ
ク
ٞ
һ
連

ໍ
な
ど
の
国
会
ٞ
һ
、
国
土

ަ
通
ল
な
ど
関
係
ল
庁
に
対

し
、
௠
情
・
要
望
׆
動
を
実

ࢪ
す
る
。
֤
౎
道
府
ݝ
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
も
地
元
国
会
ٞ
һ

や
֤
政
党
౎
道
府
ݝ
連
な
ど

に
対
し
、
連
ܞ
し
て
要
望
׆

動
を
行
う
予
ఆ
。

こ
の
ほ
か
、
運
༌
事
業
ৼ

ڵ
助
成
ަ
付
金
੍
度
や
、
中

東
情
੎
に
よ
る
燃
料
お
よ
び

石
油
関
連
੡
品
を
巡
る
対
応

全
ト
ڠ
は
、
日
本
国
際
ڠ

ྗ
セ
ン
λ
ー（
Ｊ
̞
̘
̚
）

が
実
ࢪ
す
る「
外
国
人
ト
ラ

ೝ
し
た
。
こ
れ
ら
は
６

月
2�
日
開
࠵
の
第
１
０

３
回
通
常
૯
会
の
ٞ
Ҋ

と
し
て
上
程
さ
れ
る
。

ཧ
事
会
の
๯
಄
、
寺
Ԭ
会

長
は「
運
༌
事
業
ৼ
ڵ
助
成

ަ
付
金
は
、
1�
年
３
月
�1
日

ま
で
５
年
間
の
現
状
ҡ
持
と

さ
れ
た
が
、
現
行
੍
度
が
ޮ

ྗ
を
ࣦ
う
５
年
後
を
見
ਾ

え
、
ަ
付
金
の
あ
り
ํ
に
つ

い
て
、
৻
ॏ
か
つ
前
向
き
な

検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
」と
の
見
解
を
示
し
た
。

ま
た
、報
ࠂ
事
߲
と
し
て
、

５
月
20
日
に
開
࠵
し
た
第
14

回
੫
੍
ҕ
һ
会（
水
野
ޭ
ҕ

һ
長
）、
ಉ
2�
日
に
開
࠵
し

に
つ
い
て
も
説
明
が
行
わ
れ

た
。

ッ
ク
υ
ラ
イ
バ
ー
ಛ

化
の
日
本
ޠ
ݚ
修
」

の
開
ߨ
に
向
け
た

関
心
ௐ
ࠪ

（
ア
ン
ケ

ー
ト
）
を

実
ࢪ
し
て
お
り
、

回
౴
期
限
を
６
月

29
日
ま
で
Ԇ
長
し

た
こ
と
か
ら
、
౎

道
府
ݝ
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
を
通

じ
て
、
回
౴
へ
の
ڠ
ྗ
を
呼

び
か
け
て
い
る（
写
真
͸
Ҋ

಺
ν
ϥ
γ
）。

本
ௐ
ࠪ
は
、
全
ト
ڠ
と
Ｊ

̞
̘
̚
な
ど
が
ڞ
ಉ
開
発
し

た「
運
送
業
຿
に
ಛ
化
し
た

日
本
ޠ
カ
リ
Ω
ỿ
ラ
ム（
全

4�
時
間
・
７
月
オ
ン
ラ
イ
ン

開
ߨ
予
ఆ
）」
に
よ
る
日
本

ޠ
ݚ
修
の
受
ߨ
を
検
討
し
て

い
る
ا
業
の
担
当
者
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
受
け
付
け
て

い
る
も
の
。
回
౴
は
、
̬
̴

（̱
Ϛ
イ
ク
ロ
ι
フ
ト
フ
Ỽ

ー
ム
ズ
）で
行
う
。

ৄ
細
は
、
全
ト
ڠ
ホ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
を
参
র
。

τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ؔ
܎
ࢪ
ࡦ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ཁ
๬
ࣄ
߲

શ
τ
ڠ

̕
年
౓

ަ
෇
ۚ
ͷ
͋
Γ
ํ
Λ
ݕ
౼
΁

དྷ
೥
౓
ཁ
๬
ࣄ
߲
Λ
ܾ
ఆ

ୈ̎̍̑ճ ཧ事会શト協

શト協
̟̞ ̘̚

֎
ࠃ
ਓ
υ
ϥ
Π
ό
ồ

೔
ຊ
ޠ
ݚ
म
ͷ
ؔ
৺
調
査

݄̒��೔·Ͱ̴̬̱ճ౴



第1347号（ � ） ̎̌ ̎̒ ೥ʢྩ࿨̔೥ʣ̒ ݄2�೔ܦ Ӧ

本　社　03-5727-1600（担当・青木）
高島平　03-6906-5960（担当・磯田）

ɹվਖ਼෺ྲྀ๏͸ɺ෺ྲྀۀاͱ͍ Α͏Γՙओا
ରͯ͠ʹۀ తાஔΛಋೖ͢Δ੍ن ͱ͜ʹॏ͖
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改
正
物
流
๏
は
、
第
１
஄

が
２
０
２
５
年
４
月
に
ࢪ
行

さ
れ
、
す
べ
て
の
ՙ
ओ
・
物

流
事
業
者
に
物
流
ޮ
཰
化
へ

の
౒
ྗ
ٛ
຿
が
՝
さ
れ
た
。

今
年
４
月
に
ࢪ
行
さ
れ
た
第

２
஄
で
は
、
年
間
՟
物
取
ѻ

ྔ
̕
万
Ἁ
Ҏ
上
の
ಛ
ఆ
ՙ
ओ

（
約
３
２
０
０
社
）と
保
༗

ं
両
数
１
５
０
台
Ҏ
上
の
ಛ

ఆ
՟
物
自
動
ं
運
送
事
業
者

（
約
７
̕
０
社
）な
ど
に
、中

長
期
ܭ
ը
の
࡞
成
と
ఆ
期
報

ࠂ
を
ٛ
຿
付
け
た
。

̩
̙
̗
の
ௐ
ࠪ
に
は
１
万

５
３
８
社
か
ら
回
౴
が
あ
っ

た
が
、
改
正
物
流
๏
を「
੍

度
の
内
容
を
ؚ
め
て
よ
く
知

っ
て
い
る
」
は
２
・
８
ˋ
、

「
あ
る
程
度
知
っ
て
い
る
」

は
14
・
０
ˋ
で
、
あ
わ
せ
て

1�
・
８
ˋ
に
過
ぎ
な
か
っ

は
、
୯
な
る
物
流
෦
໳
の
੹

೚
者
で
は
な
い
。
ՙ
待
ち
や

ՙ
役
時
間
の
࡟
ݮ
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ௐ
ୡ
・
੡
造
・
営

業
・
ࡒ
຿
な
ど
֤
෦
໳
を
横

断
し
、
物
流
ޮ
཰
化
を
ਪ
進

す
る
役
割
を
担
う
。ै
っ
て
、

物
流
ޮ
཰
化
を
્
害
す
る
঎

׳
行
の
見
直
し
を
営
業
෦
໳

に
求
め
た
り
、
ল
ྗ
化
に
必

要
な
ઃ
備
౤
ࢿ
を
ࡒ
຿
෦
໳

に
働
き
か
け
た
り
す
る
役
割

が
あ
る
。

物
流
ا
業
に
と
っ
て
は
、

こ
う
し
た
̘
̡
̤
に
対
し
、

ڞ
ಉ
配
送
な
ど
自
社
だ
け
で

は
׬
結
し
な
い
物
流
ޮ
཰
化

策
を
、
ੵ
ۃ
的
に
ఏ
Ҋ
し
て

い
く
こ
と
が
ॏ
要
に
な
る
。

改
正
物
流
๏
の
実
ޮ
性
を
高

め
る
上
で
も
、
物
流
ا
業
側

か
ら
の
働
き
か
け
が
求
め
ら

れ
そ
う
だ
。

（
ϥ
イ
λ
ồ

ᖒ
ా
੣
）

た
。「（
๏
の
）
名
前
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
が
内
容
は
知

ら
な
い
」は
��
・
７
ˋ
、「
知

ら
な
い
。
聞
い
た
こ
と
が
な

い
」
は
��
・
̕
ˋ
と
、
合
ܭ

で
７
割
近
く
に
上
っ
た
。

̣
̭
૯
合
ݚ
ڀ
所（
̣
̭

૯
ݚ
）は
、
ՙ
ओ
ا
業
を
対

象
に
実
ࢪ
し
て
い
る「
ا
業

物
流
୹
期
動
向
ௐ
ࠪ
」
に
ෟ

ଳ
し
て
、「
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
に
関
す
る
௥
Ճ
ௐ

ࠪ
」
を
実
ࢪ
し
て
い
る
。
今

年
３
月
の
ௐ
ࠪ
に
よ
る
と
、

２
０
２
４
年
問
題
対
応
に

「
す
で
に
取
り
૊
ん
で
い
る
」

割
合
は
�1
・
４
ˋ
、「
取
૊

を
検
討
し
て
い
る
」
は
19
・

８
ˋ
で
、
あ
わ
せ
て
71
・
２

ˋ
だ
っ
た
。
̣
̭
૯
ݚ
の
ௐ

ࠪ
は
一
ఆ
ن
໛
Ҏ
上
の
ՙ
ओ

を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
そ

ఀ
଺
が
ݒ
念
さ
れ
る
中
、
ॏ

要
と
考
え
る
対
策
に
つ
い
て

も
ਘ
Ͷ
て
お
り
、「
関
係
事

業
者
間
で
の
連
ܞ
の
ڧ
化
」

が
�9
・
３
ˋ
で
ト
ッ
プ
と
な

っ
た
。
物
流
՝
題
は
、
自
社

୯
ಠ
で
は
解
ܾ
し
に
く
い
と

の
ೝ
識
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

̣
̭
૯
ݚ
の
ௐ
ࠪ
で
は
、

ط
に
取
り
૊
ん
で
い
る
、
あ

る
い
は
取
り
૊
み
を
検
討
し

て
い
る
内
容
に
つ
い
て
も
聞

い
て
い
る
。「
༌
送
ス
ケ
ジ

ỿ
ー
ル
や
リ
ー
υ
λ
イ
ム
の

؇
和
」
や「
パ
レ
ッ
ト
利
用

を
ਪ
進
」
の
回
౴
割
合
は
約

６
～
８
割
と
高
い
一
ํ
、「
ڞ

ಉ
配
送
な
ど
ଞ
社
と
の
連

ܞ
」
は
約
４
割
に
と
ど
ま
っ

た
。̩
̙
̗
の
ௐ
ࠪ
と
ಉ
様
、

自
社
だ
け
で
׬
結
し
な
い
取

り
૊
み
ほ
ど
、
実
ࢪ
の
ϋ
ー

υ
ル
が
高
い
܏
向
が
あ
る
。

改
正
物
流
๏
は
、
ՙ
ओ
や

物
流
事
業
者
が
取
り
૊
む
べ

き
内
容
を
、
国
が
判
断
基
準

と
し
て
示
し
て
い
る
。
取
り

૊
み
が
不
十
分
な
場
合
は
ࢦ

ಋ
・
助
言
が
行
わ
れ
、ௐ
ࠪ
・

公
表
の
対
象
と
な
る
可
能
性

も
あ
る
。
つ
ま
り
、
取
り
૊

み
が
全
く
さ
れ
て
い
な
い
と

社
名
公
表
も
あ
り
得
る
の

だ
。
̩
̙
̗
の
ௐ
ࠪ
結
Ռ
か

ら
、
ೝ
知
度
の
低
さ
を
踏
ま

え
る
と
、
今
後「
取
り
૊
み

が
全
く
さ
れ
て
い
な
い
」
と

し
て
、
対
応
を
求
め
ら
れ
る

ا
業
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

一
ํ
、
改
正
物
流
๏
第
２

஄
で
は
、
一
ఆ
ن
໛
Ҏ
上
の

ՙ
ओ
ا
業
に
物
流
౷
ׅ
؅
ཧ

者（
̘
̡
̤
）の
બ
೚
を
ٛ

຿
付
け
て
い
る
。
๏
ࢪ
行
は

今
年
４
月
だ
が
、
̘
̡
̤
の

બ
೚
は
中
長
期
ܭ
ը
を
ఏ
出

す
る
10
月
ま
で
に
行
え
ば
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

役
һ
ク
ラ
ス
の
̘
̡
̤

れ
で
も
３
割
ऑ
の
ا
業
が
具

体
的
な
対
応
に
ࢸ
っ
て
い
な

い
結
Ռ
と
な
っ
た
。

̩
̙
̗
の
ௐ
ࠪ
で
は
、
υ

ラ
イ
バ
ー
不
足
に
よ
る
物
流

ೝ
஌
౓
௿
͍
վ
ਖ਼
෺
ྲྀ
๏

荷主の７割近く「知らない」
ＣＬＯに働きかける必要あり

ް
生
࿑
働
ল
は

こ
の
ほ
ど
、
中
東

情
੎
の
Ө
響
に
よ

る
原
ࡐ
料
の
入
手

ࠔ
難
や
価
格
高
ಅ

な
ど
で
、
事
業
׆

動
の
ॖ
小
を
༨
ّ

な
く
さ
れ
た
事
業

者
に
対
し
、
ै
業

һ
の
ޏ
用
ҡ
持
の
た
め
に

「
ޏ
用
ௐ
੔
助
成
金
」
の
׆

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ಉ
助
成
金
は
、
こ
う
し
た

経
ࡁ
上
の
ཧ
༝
に
よ
り
生
産

ྔ
や
ച
上
が
落
ち
込
み
、
休

業
や
ڭ
ҭ
܇
࿅
、
出
向
な
ど

の
ޏ
用
ௐ
੔
を
実
ࢪ
し
た
場

合
に
、
ै
業
һ
へ
ࢧ
෷
っ
た

と
な
る
。

対
象
と
な
る
の
は
、

ޏ
用
保
険
ద
用
事
業
所
で
あ

る
こ
と
に
Ճ
え
、
࠷
近
３
か

月
の
生
産
ྔ
や
ച
上
高
な
ど

生
産
ࢦ
標
の
平
ۉ
が
、
前
年

ಉ
期
比
で
10
ˋ
Ҏ
上
ݮ
少
し

て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
݅
。

助
成
཰
は
中
小
ا
業
が
３

分
の
２
、
大
ا
業
が
２
分
の

１
。
対
象
࿑
働
者
は
、
ޏ
い

入
れ
後
６
か
月
Ҏ
上
の
ޏ
用

保
険
被
保
険
者
で
、
日
額
上

限
額
は
助
成
཰
に
か
か
わ
ら

ず
８
８
７
０
ԁ
、
ࢧ
給
日
数

は
対
象
࿑
働
者
数
に
応
じ

て
、
１
年
間
で
࠷
大
１
０
０

日
分
と
な
っ
て
い
る
。

੍
度
の
利
用
に
関
す
る
相

ஊ
は
、
؅
׋
の
ϋ
ロ
ー
ϫ
ー

ク
や
助
成
金
セ
ン
λ
ー
で
受

り
૊
み
に
要
す
る
経
අ
の
一

෦
を
補
助
す
る
。

こ
れ
に
൐
い
、
ࣥ
行
ஂ
体

１
０
０
万
ԁ
）

˜
೤
中
঱
対
策
コ
ー
ス
ử

೤
中
঱
予
防
対
策
と
し
て
、

身
体
機
能
の
低
下
を
補
う
装

ஔ
・
装
備
の
ಋ
入（
２
分
の

１
ʗ
１
０
０
万
ԁ
）

˜
コ
ラ
Ϙ
ϔ
ル
ス
コ
ー
ス

ử
݈
߁
ڭ
ҭ
や
保
݈
ࢦ
ಋ
な

ど
、
࿑
働
者
の
݈
߁
保
持
増

し
た
場
合
は
、
受
付
期
間
内

で
あ
っ
て
も
ਃ
੥
受
付
を
終

ྃ
す
る
。

ৄ
細
は
、
ಉ
会
の「
Τ
イ

ジ
フ
レ
ン
υ
リ
ー
補
助
金
事

຿
セ
ン
λ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ϖ

ー
ジ
を
参
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
Τ
イ

ジ
フ
レ
ン
υ
リ
ー
補
助
金
事

ް
࿑
ল

は
、
ྩ
和
８

年
度「
Τ
イ

ジ
フ
レ
ン
υ

リ
ー
補
助

金
」に
よ
り
、

中
小
ا
業
事

業
者
に
対

し
、
高
年
齢

࿑
働
者
の
࿑

働
災
害
防
ࢭ

対
策
や
、
݈

߁
保
持
増
進

に
向
け
た
取

が
常
時
１
人
Ҏ
上
ब
࿑
し
て

い
る
こ
と
が
要
݅
と
な
る
。

対
象
と
な
る
取
り
૊
み

（
カ
ッ
コ
内
は
補
助
཰
ʗ
ফ

අ
੫
を
除
く
補
助
上
限
額
）

は
次
の
通
り
。

˜
ઐ
໳
家
૯
合
対
策
コ
ー

ス
ử
ᶃ
࿑
働
安
全
Ӵ
生
の
ઐ

໳
家
に
よ
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
実
）ࢪ
５
分
の
４

ʗ
１
０
０
万
ԁ
）、
ᶄ
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
Ռ
を
踏

ま
え
た
高
年
齢
࿑
働
者
の
身

体
機
能
の
低
下
を
補
う
ઃ

備
・
装
ஔ
の
ಋ
入
、
そ
の
ほ

か
の
࿑
働
災
害
防
ࢭ
対
策
、

全
࿑
働
者
に
向
け
た
転
倒
防

ࢭ
・
ࠊ
௧
予
防
の
た
め
の
運

動
ࢦ
ಋ
な
ど（
２
分
の
１
ʗ

的
と
し
た
も
の
。
ࢧ
給
額
は

一
཯
40
万
ԁ
。

対
象
は
、
౎
内
で
継
続
的

に
１
年
Ҏ
上
事
業
を
営
む
、

常
時
ޏ
用
す
る
ै
業
һ
３
０

０
人
Ҏ
下
の
中
小
ا
業
౳
お

よ
び
ݸ
人
事
業
ओ
な
ど
。
７

年
４
月
１
日
Ҏ
߱
、
事
前
Τ

ン
ト
リ
ー
ま
で
に
、
カ
ス
ϋ

の
日
本
࿑
働
安
全
Ӵ
生
コ
ン

サ
ル
λ
ン
ト
会
が
ਃ
੥
を
受

け
付
け
て
い
る
。
ਃ
੥
は

༣
送
ま
た
は
ి
子
ਃ
੥
シ

ス
テ
ム「
Ｊ
ά
ラ
ン
π
」
で

行
う（
メ
ー
ル
で
の
ਃ
੥
は

不
可
）。
受
付
期
間
は
10
月

�1
日
ま
で（
当
日
ফ
ҹ
༗
ޮ
）

で
、
ࢧ
෷
੥
求
書
類
の
受
付

は
̕
年
１
月
�1
日
ま
で（
ಉ
）

と
な
る
。

補
助
対
象
は
、
運
༌
業
の

場
合
、
常
時
࢖
用
す
る
࿑
働

者
数
が
３
０
０
人
Ҏ
下
、
ま

た
は
ࢿ
本
金
・
出
ࢿ
૯
額
が

３
ԯ
ԁ
Ҏ
下
の
中
小
ا
業
事

業
者
。
あ
わ
せ
て
、
１
年
Ҏ

上
事
業
を
継
続
し
て
お
り
、

自
社
の
࿑
災
保
険
ద
用
の
高

年
齢
࿑
働
者

（
�0
ࡀ
Ҏ
上
）

東
京
し
ご
と
ࡒ
ஂ
は
、
౎

内
中
小
ا
業
౳
を
対
象
と
し

た「
ྩ
和
８
年
度
カ
ス
λ
Ϛ

ー
ϋ
ラ
ス
メ
ン
ト（
カ
ス
ϋ

ラ
）
防
ࢭ
対
策
ਪ
進
事
業
ا

業
向
け
঑
ྭ
金
」
の
第
１
回

ื
集
を
開
始
す
る
。
カ
ス
ϋ

ラ
対
策
の
促
進
と
、
働
き
や

す
い
৬
場
؀
境
の
੔
備
を
目

休
業
手
当

な
ど
の
一

෦
を
助
成

す
る
੍
度
。

ޏ
用
ҡ
持

を
ਤ
り
な

が
ら
、
事
業

継
続
を
目

ࢦ
す
中
小
ا

業
の
ࢧ
ԉ
策

け
付
け
て
い
る
。
ৄ
細
は
、

ް
࿑
ল「
ޏ
用
ௐ
੔
助
成
金

サ
イ
ト
」を
参
র
。

進
に
向
け
た
取
り
૊
み（
４

分
の
３
ʗ
�0
万
ԁ
）

な
お
、
֤
コ
ー
ス
に
は
そ

れ
ぞ
れ
補
助
要
݅
が
ઃ
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ઐ
໳
家

૯
合
対
策
コ
ー
ス
の
う
ち
、

ᶃ
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

実
ࢪ
に
係
る
ਃ
੥
期
限
は
８

月
�1
日
ま
で
。
予
算
額
に
ୡ

຿
セ
ン
λ
ー（
ਃ
੥
担
当
ʗ

ὸ
0�
・
６
３
８
１
・
７
５
０

７
、
ࢧ
෷
担
当
ʗ
ὸ
0�
・
６

８
０
̕
・
４
０
８
５
、
受
付

時
間
ử
平
日
ޕ
前
10
時
～
ޕ

後
３
時
、
土
日
ॕ
日
・
平
日

正
ޕ
～
ޕ
後
1
時
・
８
月
10

日
～
14
日
・
年
຤
年
始
を
除

く
）

ラ
対
策
に
関
す
る
Ϛ

ニ
ỿ
ア
ル
を
࡞
成
ま

た
は
改
ఆ
し
、
そ
の

基
本
ํ
਑
の
社
内
外

へ
の
周
知
を
行
う
と

と
も
に
、
ᶃ
࿥
Ի
・

࿥
ը
؀
境
の
੔
備
、

ᶄ
̖
̞
を
׆
用
し
た

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ಋ

入
、
ᶅ
外
෦
人
ࡐ
の

׆
用
Ổ
Ổ
の
い
ず
れ
か
一
つ

の
実
践
的
な
取
り
૊
み
を
実

ࢪ
し
て
い
る
こ
と
が
要
݅
。

ਃ
੥
は
事
前
Τ
ン
ト
リ
ー

੍
で
、
受
付
期
間
は
６
月
2�

日
ޕ
前
10
時
か
ら
７
月
̕
日

ޕ
後
５
時
ま
で
。
受
付
݅

数
は
２
５
０
０
݅
で
、
応
ื

多
数
の
場
合
は
ந
બ
を
行
う

（
先
着
ॱ
で
は
な
い
）。な
お
、

ಉ
঑
ྭ
金
は
８
年
度
に
２
回

の
ื
集
を
予
ఆ
し
て
い
る
。

事
前
Τ
ン
ト
リ
ー
通
過
ا
業

に
は
、８
月
３
日
Ҏ
߱
に
ࢧ

給
ਃ
੥
用
̪
Ｒ
̡
が
通
知
さ

れ
、
ਃ
੥
期
間
内
に
ి
子
ਃ

੥
シ
ス
テ
ム「
Ｊ
ά
ラ
ン
π
」

か
ら
ࢧ
給
ਃ
੥
を
す
る
。

事
前
Τ
ン
ト
リ
ー
お
よ
び

Ｊ
ά
ラ
ン
π
の
利
用
に
は
、

「
̜
ビ
ズ
̞
̙
プ
ラ
イ
ム
ア

カ
΢
ン
ト
」
の
取
得
が
必
要

と
な
る
た
め
、
早
め
の
準
備

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ৄ
細
は
、「
カ
ス
λ
Ϛ
ー

ϋ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
ࢭ
対
策
ਪ

進
事
業
ا
業
向
け
঑
ྭ
金
」

の
ಛ
ઃ
サ
イ
ト
を
参
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
京

し
ご
と
ࡒ
ஂ
ا
業
ࢧ
ԉ
෦
ا

業
ࢧ
ԉ
՝
カ
ス
λ
Ϛ
ー
ϋ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
ࢭ
対
策
ਪ
進
事

業
ا
業
向
け
঑
ྭ
金
事
຿
ہ

（
ὸ
0�
・
４
４
４
６
・
４
６

２
１
、
平
日
ޕ
前
̕
時
～
ޕ

後
５
時
、土
日
ॕ
日
を
除
く
）

౦
ژ
͠
͝
ͱ

ࡒ
ɹ
ɹ
ɹஂ

ް
࿑
ল

ௐ੔ॿ੒ۚ༺ޏ

Χ
ε
ϋ
ϥ
๷
ࢭ
ର
ࡦ
ਪ
ਐ
ࣄ
ۀ

ΤΠδϑϨϯυϦʔิॿۚ

த
౦
৘
੎
Ͱ
ޏ
ௐ
ۚ
׆
༻
Λ

ް労ল
８年度ऀྸߴͷ࿑ࡂ๷ࢭをࢧԉ

ݪ
ࡐ
料
高
騰
΍
ೖ
ख
೉
ʹ
΋

ਃ
੥
ड
෇
��
݄
��
೔
·
Ͱ

ୈ̍ ճਃ੥ड෇を։࢝
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̏
೔

海
上
コ
ン
テ
φ
ઐ
໳

෦
会
通
常
૯
会

̑
೔

女
性
෦
通
常
૯
会
˜

ಉ
女
性
経
営
者
物
流
セ
ミ

φ
ー
˜
ロ
ジ
ݚ
通
常
૯
会

ừ
̒
݄
̍
Ỗ
��
೔
Ử

ừ
̓
݄
̍
Ỗ
��
೔
Ử

̎
೔
 

1�
時
�0
分
ử
ダ
ン

プ
ઐ
໳
෦
会
通
常
૯
会

（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

̏
೔
 

14
時
ử
ࢴ
・
パ
ル

プ
ઐ
໳
෦
会
通
常
૯
会

（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）
˝
14

˜
青
年
෦
通
常
૯
会
˜
ࡾ

૊
৫
合
ಉ
૯
会
࠙
親
会

̔
೔

東
ト
ڠ
υ
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
検
討
小

ҕ
һ
会
˜
ಉ
表
জ
ࣜ

̕
೔

引
ӽ
ઐ
໳
෦
会
通
常

૯
会

øú
೔

本
෦
集
ஂ
݈
਍（
～

14
日
）
˜
物
流
経
営
士
՝

程
宿
泊
ݚ
修（
～
14
日
）

時
�0
分
ử
ಉ
ݚ
修
会（
ಉ
）

˝
1�
時
ử
ಉ
࠙
親
会（
ಉ
）

̒
೔
 

1�
時
�0
分
ử
৯
ྐ

ઐ
໳
෦
会
ഴ
・
粉
ҕ
һ
会

（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

̔
೔
 

1�
時
ử
ཧ
事
会

（
京
Ԧ
プ
ラ
β
ホ
テ
ル
ʗ

̬
̴
̱
ซ
用
）
˝
1�
時
ử

東
ト
ڠ
政
策
ݚ
ڀ
会
通
常

૯
代
会（
ಉ
）
˝
1�
時
�0

分
ử
正
෭
会
長
会（
京
Ԧ

プ
ラ
β
ホ
テ
ル
）
˝
17
時

ử
東
ト
政
連
Ն
季
政
経
パ

ー
テ
ỹ
ー（
ಉ
）

ಉ

1�
時
�0
分
ử
関
東
・

ߕ
信
ӽ
ॏ
ྔ
෦
会
通
常
૯

会（
ϋ
イ
ラ
ン
υ
リ
κ
ー

ト
ホ
テ
ル
ˍ
ス
パ
）

ø÷
೔
 

̕
時
ử
物
流
経
営

士
՝
程
・
自
社
ܭ
ը
の
発

表
と
ߨ
評（
東
ト
૯
合
会

ؗ
）

øø
೔
​

８
時
�0
分
ử
運
行

؅
ཧ
者
ࢼ
験
事
前
ߨ
श
会

（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

øû
೔
 

1�
時
�0
分
ử
取
ѻ

事
業
・
ੵ
合
ઐ
໳
෦
会
通

常
૯
会（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

̑
݄
෼

ˑελϯυ ฏۉ ��1����ԁ
ˑϩʔϦʔ ฏۉ ��1���8ԁ
ˑݩചΓൃߦΧʔυ�� ฏ ۉ ��1����ԁ
ˑσΟʔϥʔൃߦΧʔυ� ฏ ۉ ��1�8��ԁ

東
ト
ڠ
は

こ
の
ほ
ど
、

会
һ
事
業
者

の
事
業
経
営

に
役
立
つ
֤

種
ࢧ
ԉ
੍
度

を
঺
հ
し
た

「
ガ
イ
υ
ブ

ッ
ク
２
０
２

６（
助
成
・

補
助
・
༥
ࢿ
੍
度
）」
を
発

行
し
た
。

ガ
イ
υ
ブ
ッ
ク
の
内
容

は
、次
の
通
り
。

˜
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
の
近
代

化
基
金
༥
ࢿ
੍
度
ử
ᶃ
地
ํ

近
代
化
基
金
༥
ࢿ
、
ᶄ
中
ԝ

近
代
化
基
金
༥
）ࢿ
全
ト
ڠ
）

˜
信
用
保
ূ
ڠ
会
の
信
用

保
ূ
੍
度
ử
ᶃ
信
用
保
ূ
੍

度
ご
利
用
の
流
れ
、
ᶄ
経
営

安
ఆ
関
連
保
（ূ
セ
ー
フ
テ

ỹ
ω
ッ
ト
保
ূ
）、
ᶅ
東
京

౎
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
の
信
用
保

ূ
料
の
助
成

˜
経
営
改
ળ
対
策
に
係
る

助
成
ử
ᶃ
自
家
用
燃
料
供
給

ࢪ
ઃ
੔
備
ࢧ
ԉ
助
成（
全
ト

ڠ
）、
ᶄ
経
営
਍
断
・
経
営

改
ળ
ࢧ
ԉ
・
運
௞
ަ
ব
ࢧ
ԉ

事
業
助
成（
全
ト
ڠ
）、ᶅ
イ

ン
λ
ー
ン
シ
ッ
プ
ಋ
入
促
進

ࢧ
ԉ
助
成（
全
ト
ڠ
）

˜
؀
境
対
策
に
係
る
補
助

੍
度
ử
ᶃ
؀
境
性
能
༏
良
ト

ラ
ッ
ク
ಋ
入
補
助
、
ᶄ
ল
Τ

ω
対
策
用
機
ث
౳
ಋ
入
補

助
、
ᶅ「
ά
リ
ー
ン
・
Τ
コ

プ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
」
参
Ճ
事
業

者
へ
の
֤
種
補
助

˜
ަ
通
安
全
対
策
に
係
る

助
成
ử
ᶃ
安
全
装
ஔ
౳
ಋ
入

促
進
助
成
、
ᶄ
自
動
点
呼
機

ث
・
̙
̭
ಋ
入
促
進
助
成
、

ᶅ
υ
ラ
イ
バ
ー
౳
安
全
ڭ
ҭ

促
進
助
成（
全
ト
ڠ
）、ᶆ
運

転
者
ద
性
਍
断
受
਍
助
成
、

ᶇ
運
転
ه
࿥
ূ
明
書
ަ
付
料

助
成
、
ᶈ
運
行
؅
ཧ
者
一
ൠ

ߨ
श
受
ߨ
料
助
成

東
ト
ڠ
中
野
ࢧ
෦
は
６
月

17
日
、
新
事
຿
所
を
Ҡ
転
し

た
。
Ҡ
転
先
は
次
の
通
り
。

ి
話
൪
号
・
̛
̖
̭
൪
号
は

変
ߋ
な
し
。

˜
Ҡ
転
先
ử
˟
１
６
４
㿌

０
０
１
１
中
野
区
中
ԝ
５
の

��
の
1�
メ
κ
ン
υ
ー
ル
ӓ
Ҫ

̗
７
０
１
号
ࣨ
、
ὸ
0�
・
３

３
８
４
・
３
２
７
５
、
̛
̖

̭
0�
・
３
３
８
０
・
３
４
４

８

東
ト
ڠ
は
こ
の
ほ

ど
、
̕
月
12
日
に
ौ
୩

区
の
代
々
木
公
園
で
開

࠵
す
る「
ト
ラ
ッ
ク
フ

ỻ
ス
λ
̩
̤
̠
̮
̤
２

０
２
６
～
親
子
で
体

験
ʂ
安
全
と
؀
境
～
」

に
向
け
、
会
һ
事
業
者

に
対
し
ڠ
ࢍ
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

全
会
һ
に
対
し
、
水
野
ޭ

会
長
と
フ
ỻ
ス
λ
実
行
プ
ロ

ジ
ỻ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
৿
本

勝
໵
෭
会
長

が
連
名
で
要

੥
文
書
を
発

出
し
、
ڠ
ࢍ

を
求
め
て
い

る
も
の（
ຊ

߸
ʹ
ڠ
ࢍ
ཁ

੥
จ
ॻ
ɾ
Ҋ
಺
ν
ϥ
γ
Λ

ಉ
෧
）。

開
࠵
に
当
た
り
、
ަ
付

金
事
業
と
一
ൠ
会
ܭ
事
業

を
༗
機
的
に
連
ܞ
さ
せ
て

運
営
す
る
ํ
਑
だ
が
、
ࡢ

今
の
ڠ
会
ࡒ
政
の
状
況
を

踏
ま
え
、
会
һ
事
業
者
に

対
し
イ
ベ
ン
ト
開
࠵
の
झ

ࢫ
へ
の
ࢍ
ಉ
を
求
め
、
今

年
度
も
ڠ
ࢍ
金
を
ื
集
す
る
。

ڠ
ࢍ
金（
１
口
５
０
０
０

ԁ
か
ら
）の
ਃ
し
込
み
は
、

東
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
内
の

「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ỻ
ス
λ
」
会

һ
ڠ
ࢍ
ਃ
込
フ
Ỽ
ー
ム
で
受

け
付
け
て
い
る
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
業
຿
෦
ަ
通・؀
境
（̜
ὸ

0�
・
３
３
５
̕
・
３
６
１
８
）

東
ト
協
は
６
月
ø0
日
、
東

ト
૯
߹
会
ؗ
で
東
ژ
ߴ
଎
ಓ

࿏
交
通
安
全
協
ٞ
会
と
の
ڞ

催
に
よ
る
ྩ
࿨
̔
年
౓「
安

全
運
転
ݚ
म
会
」
を
開
催
し

た
。
౰
日
は

ޕ
前
・
ޕ
ޙ

の
２
回
に
෼

け
て
実
施
し
、
会
員
事
業
者

の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
運
行
؅
ཧ

者
ら
が
参
加
し
た
。

ޕ
ޙ
の
ݚ
म
会
で
は
、
ܯ

ࢹ
ி
ߴ
଎
ಓ
࿏
交
通
ܯ
࡯
ୂ

ܭ
ը
）܎
औ
క
୲
౰
）の
ฏ

ౢ
෢
߂
ܯ
部
ิ
が「
ߴ
଎
ಓ

࿏
に
お
け
る
交
通
事
故
๷
ࢭ

Ỗ
実
際
の
事
故
事
例
に
ֶ

ぶ
」と
題
し
て
ߨ
ԋ
。

ฏ
ౢ
ܯ
部
ิ
は
、
؅
׋
す

る
ߴ
଎
ಓ
࿏
で
ൃ
ੜ
し
た
死

๢
事
故
事
例
̔
݅
を
も
と

に
、
ݪ
Ҽ
と
対
策
に
つ
い
て

解
આ
し
た
。
؅
಺
で
は
、
୯

ಠ
事
故
と
௥
ಥ
事
故
で
ͦ
れ

ͧ
れ
̐
人
が
死
๢
し
て
い
る

と
し
、
ौ

଺
࠷
ޙ
ඌ

へ
の
௥
ಥ

事
故
๷
ࢭ
に
޲
け
、
଎
౓
௒

ա
を
ආ
け
、
े
෼
な
車
間
ڑ

཭
を
֬
อ
す
る
対
策
が
ඞ
要

と
ݺ
ͼ
か
け
た
。

続
い
て
、
東
ト
協
適
ਖ਼
Խ

事
業
部
の
઒
ޱ
ޛ
部
長
が

「
交
通
事
故
の
๷
ࢭ
と
安
全

運
転
の
ϙ
イ
ン
ト
」
と
題
し

て
ߨ
ԋ
。
交
ࠩ
఺
で
の
事
故

๷
ࢭ
や
ૣ
ே
・
༦
฻
れ
時
の

安
全
運
転
、
ة
ݥ
運
転
の
๷

ࢭ
、
今
年
̕
月
施
行
༧
ఆ
の

վ
ਖ਼
ಓ
࿏
交
通
๏
な
ど
に
つ

い
て
આ
໌
し
、
な
が
ら
運
転

や
ҿ
ञ
運
転
を
ઈ
対
に
行
わ

な
い
よ
͏
ૌ
͑
た
。

な
お
、
ಉ
ݚ
म
会
の
ड
ߨ

は
、安
全
性
༏
ྑ
事
業
ॴ（
̜

Ϛ
ー
ク
）
ೝ
ఆ
ਃ
੥
の
加
఺

対
৅
と
な
っ
て
お
り
、
ड
ߨ

者
に
は
म
ྃ
ূ
が
交
෇
さ
れ

た
。

東
ト
協
は
６
月
øÿ
・
øĀ

日
の
２
日
間
、
東
ト
૯
߹
会

ؗ
で
ྩ
࿨
̔
年
౓

「
̜
Ϛ
ー
ク
事
前

૬
ஊ
会
」
を
開
催

し
た
。

૬
ஊ
会
で
は
、

৽
ن
お
よ
ͼ
ߋ
৽

（
ਃ
੥
ํ
ࣜ
Ａ
・

̘
）の
ਃ
੥
༧
ఆ

事
業
者
を
対
৅

に
、
自
ೝ
ॻ
や
ڍ

ূ
ॻ
ྨ
な
ど
提
出

ࢿ
ྉ
を
も
と
に
、

東
京
౎
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

６
月
20
日
、
東
ト
૯
合
会
ؗ

で
、ྩ
和
８
年
度
第
２
回「
初

೚
運
転
者
ಛ
ผ
ߨ
श
会
」
を

開
࠵
し
、
会
һ
事
業
者
の
ト

ラ
ッ
ク
運
転
者
が
参
Ճ
し
た
。

ߨ
श
会
で
は
、
Ϡ
Ϛ
ト
・

ス
λ
ッ
フ
・
サ
プ
ラ
イ
東
京

ݚ
修
セ
ン
λ
ー
の
小
川
ษ
ࢯ

が
ߨ
ࢣ
と
し
て
、
事
業
用
自

動
ं
を
運
転
す
る
場
合
の
心

構
え
、
事
業
用
自

動
ं
の
運
行
の
安

全
を
֬
保
す
る
た

め
に
९
क
す
べ
き

基
本
的
事
߲
な
ど

を
解
説
し
た
。

初
೚
運
転
者
ڭ

ҭ
は
、
国
土
ަ
通

ল
ࠂ
示
で
ఆ
め
ら

れ
て
い
る「
初
೚

運
転
者
に
対
す
る

ಛ
ผ
な
ࢦ
ಋ
」
に
ن
ఆ
さ
れ

て
い
る
12
߲
目（
実
際
の
ं

両
を
用
い
て
行
う
ࢦ
ಋ
を
除

く
）に
つ
い
て
、
࠲
ֶ
形
ࣜ

の
６
時
間
分
を
東
ト
ڠ
が
会

һ
事
業
者
に
代
わ
り
実
ࢪ
す

る
も
の
。
事
業
者
に
は
、
๏

ఆ
࠲
ֶ
1�
時
間
の
う
ち
̕
時

間
分
の
実
）ࢪ
構
造
上
の
ಛ

性
な
ど
実
ं
ࢦ
ಋ
ؚ
む
）と
、

実
ं
に
よ
る
ఴ
乗
ࢦ
ಋ
20
時

東
ト
ڠ
は
、
ྩ
和
８
年
度

の
初
೚
運
転
者
ಛ
ผ
ߨ
श

を
、
４
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
֤
月
６
～
８
回
ほ
ど
開
࠵

し
て
い
る
。

ߨ
श
は
、
国
土
ަ
通
ল
ࠂ

示
の「
՟
物

自
動
ं
運
送

事
業
者
が
事

業
用
自
動
ं

の
運
転
者
に
対
し
て
行
う
ࢦ

ಋ
及
び
؂
ಜ
の
ࢦ
਑
」
に
基

づ
く「
初
೚
運
転
者
に
対
す

る
ಛ
ผ
な
ࢦ
ಋ
」
12
߲
目
の

う
ち
࠲、
ֶ
෦
分
に
つ
い
て
、

̚
ラ
ー
ニ
ン
ά
業
者
の
ߨ
ࢣ

が
1�
時
間
実
ࢪ
す
る
。

受
ߨ
対
象
者
は
、
౎
内
の

会
һ
事
業
所
に
所
ଐ
す
る
初

೚
運
転
者
。
た
だ
し
、
過
ڈ

３
年
間
に
ଞ
の
一
ൠ
՟
物
自

動
ं
運
送
事
業
者
な
ど
で
運

転
者
と
し
て
常
時
બ
೚
さ
れ

た
経
験
が
あ
る
者
は
除
く
。

開
࠵
日
程
は
、
２
日
間
コ

ー
ス（
ޕ
前
̕
時
～
ޕ
後
６

時
）と
３
日
間
コ
ー
ス（
ޕ

前
̕
時
�0
分
～
ޕ
後
４
時
）

を
ઃ
ఆ
。
い
ず
れ
も
ॕ
日
を

除
い
て
実
ࢪ
し
、
ன
�0
分
の

ほ
か
、�0
分
の
休
憩
を
ؚ
む
。

３
日
間
コ
ー
ス
で
は
、
ر
望

者
に
対
し「
テ
ー
ル
ή
ー
ト

リ
フ
λ
ー
ಛ
ผ
ڭ
ҭ
」（
ޕ
後

４
時
10
分
～
５
時
�0
分
）も

実
ࢪ
す
る
。

ਃ
し
込
み
は
、
東
ト
ڠ
ホ

ー
ム
ϖ
ー
ジ（
̝
̥
）
本
ߨ

श
会「
開
࠵
Ҋ
内
」
か
ら
の

事
前
予
約
੍
。
క
め
切
り
は

受
ߨ
日
の
１
ि
間
前
の
月
༵

日
ま
で
。受
ߨ
料
は
ແ
料（
通

信
අ
な
ど
は
֤
自
ෛ
担
）。

ߨ
श
の
ڭ
ҭ
実
ࢪ
ه
࿥
฽

は
、
̚
ラ
ー
ニ
ン
ά
業
者
か

ら
フ
Ỽ
ー
Ϛ
ッ
ト
が
配
信
さ

れ
る
た
め
、
会
һ
事
業
所
の

؅
ཧ
者
は
内
容
を
֬
ೝ
・
検

ҹ
の
上
、
運
転
者
台
ா
に
受

ߨ
年
月
日
を
ه
ࡌ
し
、３
年

間
保
ଘ
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
実
ं
を
用
い
た
日
常

点
検
や
ं
高
・
ࢹ
野
・
ࢮ
角
・

内
ྠ
差
、੍
動
ڑ
཭
、ト
ラ
ッ

ク
の
構
造
ಛ
性
、
՟
物
の
ੵ

ࡌ
・
ݻ
റ
ํ
๏
に
関
す
る
ࢦ

ಋ
に
Ճ
え
、
20
時
間
Ҏ
上
の

ఴ
乗
ࢦ
ಋ
は
֤
事
業
者
で
の

֬
実
な
実
ࢪ
が
求
め
ら
れ
る
。

ৄ
細
は
、
東
ト
ڠ
̝
̥
を

参
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
業
຿
෦
ަ
通・؀
境
（̜
ὸ

0�
・
３
３
５
̕
・
３
６
１
８
）

間
の
実
ࢪ
が
必
要
と
な
る
。

東
ト
ڠ
で
は
、
υ
ラ
イ
バ

ー
フ
Ỹ
ー
ス
ト
事
業
の
ॆ
実

と
し
て
、
運
転
者
ڭ
ҭ
関
連

に
予
算
を
ܭ
上
し
、
事
業
内

容
の
֦
ॆ
を
ਤ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
初
೚
運
転
者
ಛ

ผ
ߨ
श
を
集
合
形
ࣜ
で
実
ࢪ

し
、
事
業
者
の
ෛ
担
軽
ݮ
を

サ
ϙ
ー
ト
し
て
き
た
が
、
ࡢ

年
度
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

受
ߨ
を
可
能
と
し
、
事
業
者

だ
け
で
な
く
、
運
転
者
の
ෛ

担
軽
ݮ
を
ਤ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
だ（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）。

な
お
、
東
ト
ڠ
で
は
、
本

෦
会
場
・
多
ຎ
会
場
で
集
合

形
ࣜ
の
ߨ
श
会
を
今
後
そ
れ

ぞ
れ
４
回
開
࠵
す
る
予
ఆ
。

あ
わ
せ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
形
ࣜ

の
ߨ
श
の
受
ߨ
ਃ
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
る
。

ৄ
細
は
東
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ϖ

ー
ジ
を
参
র
。

˜
人
ࡐ
֬
保
促
進
・
ҭ
成

ử
ᶃ
女
性
υ
ラ
イ
バ
ー
໔
ڐ

取
得
助
成
、
ᶄ
உ
性
υ
ラ
イ

バ
ー
໔
ڐ
取
得
助
成
、
ᶅ
ए

年
υ
ラ
イ
バ
ー
౳
֬
保
の
た

め
の
運
転
໔
ڐ
取
得
ࢧ
ԉ
助

成
事
業（
全
ト
ڠ
）、ᶆ
業
界

ผ
人
ࡐ
֬
保
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

促
進
事
業（
運
転
໔
ڐ
取
得

ࢧ
ԉ
）、ᶇ「
働
き
や
す
い
৬

場
ೝ
ূ
੍
度
」
取
得
අ
用
助

成（
東
ト
ڠ
）、ᶈ
中
小
ا
業

大
ֶ
ߍ
ߨ
࠲
受
ߨ
促
進
助
成

˜
݈
߁
࿑
働
促
進
ử
ᶃ

݈
߁
਍
断
受
਍
助
成
、
ᶄ
ਭ

຾
時
ແ
呼
ٵ
঱
ީ
群（
̨
̖

̨
）ス
ク
リ
ー
ニ
ン
ά
検
ࠪ

助
成
、
ᶅ
೴
̢
Ｒ
̞
݈
਍
助

成
、
ᶆ
݂
圧
ܭ
ಋ
入
促
進
助

成（
全
ト
ڠ
）

ガ
イ
υ
ブ
ッ
ク
の
内
容

は
、
東
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ

で
も
Ӿ
ཡ
が
可
能
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

ڠ
ࡒ
຿
෦
ަ
付
金
会
ܭ
̜

（
ὸ
0�
・
３
３
５
̕
・
４
１

３
６
）

適
ਖ਼
Խ
ࢦ
ಋ
員
が
ݸ
ผ
に
૬

ஊ
に
Ԡ
じ
、
ਃ
੥
に
޲
け
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

ま
た
、
多
ຎ
支
部
は
６
月

22
・
2ú
日
の
２
日
間
、
ࡾ
多

ຎ
自
動
車
会
ؗ
で
ಉ
支
部
会

員
事
業
者
を
対
৅
に
૬
ஊ
会

を
実
施
し
た
。

な
お
、
今
年
౓
の「
՟
෺

自
動
車
運
ૹ
事
業
安
全
性
ධ

Ձ
事
業（
̜
Ϛ
ー
ク
）」の
ਃ

੥
ड
෇
期
間
は
、７
月
̍
日

か
ら
ø4
日
ま
で（
౔
・
日
༵

を
আ
く
）。
ਃ
੥
は
̬
̴
̱

ਃ
੥
γ
ス
テ
ム
で
、
ධ
Ձ
߲

໨
ᶙ
⁒「
安
全
性
に
対
す
る

औ
૊
の
ੵ
ۃ
性
」
の
ڍ
ূ
ॻ

ྨ
は
、
東
ト
協（
஍
ํ
՟
෺

自
動
車
運
ૹ
適
ਖ਼
Խ
事
業
実

施
機
ؔ
）の
૭
ޱ
ま
た
は
༣

ૹ（
ඞ
ண
）で
ड
け
෇
け
る
。

த
໺
支
෦
が
Ҡ
స

東ト協
トラックトラック
フェスタ

賛同・協賛のお願い

౦
τ
ڠ

ߴ
଎
҆
ڠ

҆
શ
ӡ
స
ݚ
म
ձ

଎
౓
௒
ա
ɾ
ं
ؒ
ڑ
཭
ෆ
଍

ࣄ
ނ
๷
ࢭ
΁
஫
ҙ
఺
Λ
঺
հ ू

߹
ܗ
ࣜ
Ͱ
ଟ
͘
ͷ
஥
ؒ
ͱ

ਃ
੥
༧
ఆ
ऀ
ʹ
Ξ
υ
ό
Π
ε

東ト協 ̜ϚʔΫࣄલ૬ஊձ

東ト協 ॳ೚運సऀಛผߨशձ

ॳ
೚
ӡ
స
ऀ
ಛ
ผ
ߨ
श

Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
Ͱ
࣮
ࢪ

東ト協
８年度

「ガイドブック２０２６」
各種補助・助成制度
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東
京
౎
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

台
東
ࢧ
෦（
দ
本
༗
࢘
ࢧ
෦

長
）、ਂ
川
ࢧ
෦（
∁
橋
ܓ
一

࿠
ࢧ
෦
長
）、৓
東
ࢧ
෦（
ઙ

野
利
޾
ࢧ
෦
長
）、
๽
ా
ࢧ

෦（
ᚸ
ా
ߒ
ࢧ
෦
長
ߥ、（
川

ࢧ
෦（
金
原
༟
一
ࢧ
෦
長
）

は
６
月
11
日
、
๽
ా
区
の
東

武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

で
、５
ࢧ
෦
合
ಉ
に
よ
る「
自

動
点
呼
説
明
会
お
よ
び
自
動

点
呼
機
ث
体
験
会
」
を
開
࠵

し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、
金
原
ߥ

川
ࢧ
෦
長
は「
๏
改
正
や
人

手
不
足
を
എ
景
に
、
؅
ཧ
者

の
業
຿
ෛ
担
は
増
Ճ
し
て
い

る
。
自
動
点
呼
シ
ス
テ
ム
の

ಋ
入
は
ෛ
担
軽
ݮ
に
つ
な
が

る
た
め
、
֤
社
の
実
情
に
応

じ
て
ಋ
入
を
検
討
し
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

説
明
会
で
は
、
ڞ
ӫ
シ
ス

テ
ム
代
表
取
క
役
の
前
ా
ൟ

޹
ࢯ
が「
多
様
化
す
る
点
呼

対
面
・
自
動
・
遠
ִ
・
̞

̩
～
બ
୒
の
ϙ
イ
ン
ト
～
」

と
題
し
て
ߨ
ԋ
し
た
ほ
か
、

ト
レ
ー
シ
ἀ
ン
を
行
っ
た
。

前
ా
ࢯ
は
、対
面
・
自
動
・

遠
ִ
・
̞
̩
の
֤
点
呼
の
ಛ

௃
を
説
明
。̞
̩
点
呼
に
は
、

安
全
性
༏
良
事
業
所（
̜
Ϛ

ー
ク
）の
取
得
が
必
要
で
あ

る
一
ํ
、
ྩ
和
５
年
４
月
か

ら
運
用
が
始
ま
っ
た
新
基
準

の
遠
ִ
点
呼
と
自
動
点
呼
で

は
、
実
ࢪ
10
日
前
ま
で
に
運

༌
ہ
へ
ಧ
け
出
る
こ
と
で
運

用
で
き
、ঝ
ೝ（
৹
ࠪ
）は
不

要
に
な
っ
た
と
঺
հ
し
た
。

ま
た
、
遠
ִ
点
呼
で
は
機

シ・ث
ス
テ
ム
要
݅
や
ࢪ
ઃ・

؀
境
要
݅
、
運
用
上
の
९
क

事
߲
な
ど
2�
の
要
݅
を
満
た

す
必
要
が
あ
る
一
ํ
、
自
動

点
呼
で
は
要
݅
を
満
た
し
た

機
ث
の
ಋ
入
が
必
要
に
な
る

と
解
説
。
実
運
用
に
当
た
っ

て
は
、
出
ۈ
ラ
ッ
シ
ỿ
時
に

は
１
人
当
た
り
２
～
５
分
程

度
を
要
す
る
こ
と
や
、
ઃ
ஔ

場
所
の
֬
保
に
Ճ
え
、
ి
ݯ

東
ト
ڠ
は
６
月
５

日
、
ߓ
区
の
明
治
ه

念
ؗ
で
ࡾ
૊
৫（
ロ

ジ
ス
テ
ỹ
ク
ス
ݚ
ڀ

会
・
青
年
෦
・
女
性

෦
）
合
ಉ
૯
会
࠙
親

会
を
開
࠵
し
、
෭
会

長
や
ࢧ
෦
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
来
ෂ
が

出
੮
し
た
。

๯
಄
、
ࡾ
૊
৫
を

代
表
し
て
新
೚
の
大

ౡ
໻
一
ロ
ジ
ݚ
本
෦

る
い
」
と
ड़
べ
、
近
年
の
๏

੔
備
に
よ
り
、
ద
正
な
経
営

に
取
り
૊
む
事
業
者
が
、
正

当
に
評
価
さ
れ
る
؀
境
が
੔

い
つ
つ
あ
る
と
の
ೝ
識
を
示

し
た
。

セ
ミ
φ
ー
で
は
、
改
正
物

流
ޮ
཰
化
๏
の
目
的
に
つ

い
て「
全
産
業
並
み
の
࿑
働

時
間
の
実
現
」、
՟
物
自
動

ं
運
送
事
業
๏
に
つ
い
て
は

「
全
産
業
並
み
の
௞
金
水
準

の
実
現
」
に
あ
る
と
説
明
。

改
正
物
流
関
連
๏
で
は
、
ՙ

待
ち
・
ՙ
役
時
間
の
୹
ॖ
や

ੵ
ࡌ
ޮ
཰
の
向
上
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
発
ՙ
ओ
だ

け
で
な
く
、
着
ՙ
ओ
も

対
象
と
な
る
点
が
ϙ
イ

ン
ト
に
な
る
と
ࢦ
ఠ
し

た
。持

続
可
能
な
物
流
の

実
現
に
は
、
ՙ
ओ
や
産

業
界
、
ফ
අ
者
を
ؚ
め

た
社
会
全
体
の
ཧ
解
と

ڠ
ྗ
が
ܽ
か
せ
な
い
と

し
て
、
๏
改
正
を
௥
い

風
に
さ
ら
な
る
物
流
ޮ

཰
化
を
進
め
る
べ
き
だ

と
ૌ
え
た
。

長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
今
年

で
２
回
目
の
合
ಉ
࠙
親
会
と

な
る
。
新
た
に
ロ
ジ
ݚ
本
෦

長
と
し
て
今
後
２
年
間
、
ロ

ジ
ݚ
の
あ
り
ํ
を
改
め
て
考

え
、
東
ト
ڠ
本
෦
に
も
ੵ
ۃ

的
に
ఏ
言
で
き
る
૊
৫
に
し

て
い
き
た
い
。
օ
さ
ま
の
ڠ

ྗ
を
お
願
い
す
る
」
と
ड़
べ

た
。続

い
て
、
来
ෂ
と
し
て
東

京
運
༌
ࢧ
ہ
の
ח
塚
ढ़
ॆ
次

長
、
東
ト
ڠ
の
௟
目
ོ
༤
෭

東
ト
ڠ
女
性

෦（
原
ྰ
子
本

෦
長
）は
６
月

５
日
、
東
ト
૯

合
会
ؗ
で
第
4�

回「
女
性
経
営

者
物
流
セ
ミ
φ

ー
」を
開
࠵
し
、

ߨ
ࢣ
と
し
て
ট

い
た
流
通
経
ࡁ

大
ֶ
流
通
情
報

ֶ
෦
の
大
ౡ
߂

明
ڭ
त
が
、「
改
正
物
流
関

連
๏
と
ト
ラ
ッ
ク
ద
正
化
ೋ

๏
の
ࢪ
行
に
൐
う
物
流
業
界

の
ະ
来
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

Ϛ
に
ߨ
ԋ
し
た
。

๯
಄
、
大
ౡ
ڭ
त
は「
物

流
業
界
の
ະ
来
は
ඇ
常
に
明

や
イ
ン
λ
ー
ω
ッ
ト
通
信
؀

境
の
੔
備
、
盗
難
対
策
が
必

要
に
な
る
こ
と
を
説
明
し

た
。
さ
ら
に
、
発
೤
や
高
݂

圧
な
ど
乗
຿
前
の
݈
߁
状
ଶ

が
ه
࿥
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

݈
߁
؅
ཧ
の
ॏ
要
性
に
つ
い

て
も
৮
れ
た
。

前
ా
ࢯ
は
、
悪
࣭
ҧ
൓
や

݈
߁
ى
因
事
ނ
、
ं
両
ނ
ো

事
ނ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、「
生

き
た
点
呼
が
必
要
」と
ڧ
ௐ
。

๏
ྩ
९
क
の
た
め
だ
け
で
は

は
、
新
会
長
に
ࠤ
౻
文
平
ࢯ

（
東
ト
ڠ
青
年
෦
෭
本
෦
長
）

を
、
෭
会
長
に
෱
ా
ॱ
一
ࢯ

（
東
ト
ڠ
青
年
෦
本
෦
長
）

な
ど
、
෭
会
長
８
ࢯ
、
常
೚

װ
事
８
ࢯ
、
װ
事
1�
ࢯ
、
؂

事
２
ࢯ
を
બ
೚
し
た
。

８
年
度
事
業
ܭ
ը
で
は
、

青
年
経
営
者
と
し
て
、
ಉ
世

代
の
஥
間
と
の
ަ
流
や
情
報

関
東
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
青
年

෦
会
は
６
月
12
日
、
東
ト
૯

合
会
ؗ
で
ྩ
和
８
年
度（
第

�4
期
）
૯
会
を
開
࠵
し
、
７

年
度
事
業
報
収・ࠂ
ࢧ
ܾ
算
、

８
年
度
事
業
ܭ
ը
・
収
ࢧ
予

算
を
৹
ٞ
・
ঝ
ೝ
し
た
。

今
年
度
役
һ
の
બ
೚
で

ަ
׵
を
通
じ
て

ޓ
い
に
ֶ
び
あ

い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ا
業
が
抱
え

る
՝
題
や
取
り

૊
み
を
ڞ
༗
し

な
が
ら
、
切
᛭

ୖ
ຏ
し
て
い
く

こ
と
が
ॏ
要
と

Ґ
ஔ
付
け
た
。

そ
の
上
で
、
関

ト
ڠ
青
年
෦
会

の
׆
動
を
通
じ

て「
ڞ
に
ֶ
び
、

ڞ
に
成
長
で
き

東
ト
協
世
田
谷

支
部（
種
子
田
清

志
支
部
長
）は
６

月
６
・
７
日
の
２

日
間
、第
47
回「
せ

た
が
や
ふ
る
さ
と

区
民
ま
つ
り
」
に

参
加
し
た
。
会
場
の
Ｊ
Ｒ
Ａ

馬
事
公
苑
・
け
や
き
広
場
で

は
、
会
員
事
業
者
の
車
両
を

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

提
供
し
た
ほ
か
、
支
部
青
年

部
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り

支
部
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
乗
車
体
験
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
に
好
天
の
も
と
、
多
く

の
人
た
ち
が

訪
れ
た
。

区
民
ま
つ

り
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

恒
例
行
事
だ
が
、
今
年
は
第

20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
馬

術
競
技
会
場
と
な
る
こ
と
か

ら
、
開
催
時
期
を
前
倒
し
し

て
行
わ
れ
た
。

ブ
ー
ス
で
は
、
来
場

者
に
ト
ラ
ッ
ク
ク
イ
ズ

を
出
題
し
、
解
答
者
に

は
お
菓
子
や
ノ
ベ
ル
テ

ィ
な
ど
を
配
布
し
た
ほ

か
、
協
会
活
動
を
紹
介

す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
。

緑
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク

の
役
割
や
交
通
安
全
の

重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
昨
年

に
引
き
続
き
、
ト
ラ
ッ
ク
デ

ィ
ー
ラ
ー
の
協
力
に
よ
り
、

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
ヘ
ッ
ド
の

運
転
席
へ
の
乗
車
体
験
と
死

角
体
験
を
実
施
。
迫
力
あ
る

大
型
車
両
に
実
際
に
乗
れ
る

こ
と
か
ら
、
多
く
の
親
子
連

れ
が
列
を
作
る
人
気
ぶ
り
だ

っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
自
動
車
事
故

対
策
機
構（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）

の
協
力
に
よ
り
、
適
性
診
断

機
器
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
。
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
２
日
間
に
わ
た
り
、
お

笑
い
ラ
イ
ブ
や
参
加
型
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

な
く
、
安
全
・
安
心
༌
送
を

ࢧ
え
る
点
呼
の
ॏ
要
性
を
ૌ

え
た
。
そ
の
上
で
、
事
業
者

ご
と
の
ಛ
௃
的
な
点
呼
場
の

事
例
を
঺
հ
し
な
が
ら
、
可

能
な
限
り
、
対
面
点
呼
を
実

ࢪ
し
、
対
面
で
の
実
ࢪ
が
難

し
い
場
合
に
は
、
遠
ִ
点
呼

や
自
動
点
呼
を
׆
用
す
る
な

ど
、
状
況
に
応
じ
て
࢖
い
分

け
な
が
ら
ޮ
཰
化
を
ਤ
る
こ

と
が
大
切
と
ア
υ
バ
イ
ス
し

た
。

テ
レ
ニ
シ
、
デ

ン
ι
ー
ι
リ
ỿ

ー
シ
ἀ
ン
、
東

海
ి
子
の
֤
担

当
者
が
、
自
動

点
呼
関
連
੡
品

や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
動
ը

な
ど
を
用
い
て

説
明
す
る
と
と

も
に
、
会
場
内

で
自
動
点
呼
機

ث
の
デ
Ϟ
ン
ス

会
長
が
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

ס
ഋ
に
立
っ
た
原
玲
子
女

性
෦
本
෦
長
は
、「
ઃ
立
か

ら
青
年
෦
は
42
年
、
ロ
ジ
ݚ

は
��
年
、
女
性
෦
は
��
年
の

歴
史
を
ॏ
Ͷ
て
き
た
。
先
ഐ

ํ
の
ங
い
て
き
た
足
੻
は
感

֒
ਂ
く
、
こ
れ
を
Ԛ
す

こ
と
な
く
、
ະ
来
を
見

ਾ
え
て
歩
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

ड़
べ
、
ࡾ
૊
৫
の
さ
ら

な
る
発
ల
を
願
い
、
ס

ഋ
の
発
੠
の
も
と
׻
ஊ

と
な
っ
た
。

׻
ஊ
後
、
新
೚
の
෱

ా
ॱ
一
青
年
෦
本
෦
長

が
ด
会
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、「
業
界
に
前
向
き

で
分
か
り
や
す
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
る

こ
と
で
、
ए
手
の
台
಄

に
つ
な
が
り
、
青
年
෦
の
׆

動
も
׆
発
に
な
る
。
第
20
代

本
෦
長
と
し
て
、
ਫ਼
い
っ
ͺ

い
取
り
૊
ん
で
い
き
た
い
」

と
ܾ
意
を
ड़
べ
、ด
会
し
た
。

る
」
؀
境
を
構
ங
し
、
෦
会

һ
一
人
ひ
と
り
の
成
長
に
つ

な
げ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ

会
青
年
෦
会
と
も
連
ܞ
し
、

「
全
国
の
੠
を
可
ࢹ
化
す
る
」

「
੠
を
価
஋
に
変
׵
す
る
」

「
੠
を
つ
な
ぎ
、
ڞ
૑
で
ະ

来
を
描
く
」
を
ॏ
点
取
り
૊

み
߲
目
と
し
て
ਪ
進
し
、
青

年
૊
৫
の
発
ల
に
寄
与
す
る

と
し
た
。

ࠤ
౻
会
長
は
ब
೚
に
当
た

り
、「
関
東
に
は
８
౎
ݝ
の

青
年
૊
৫
が
集
ま
っ
て
い

る
。
少
し
で
も
օ
さ
ん
が
ֶ

び
や
ަ
流
の
で
き
る
૊
৫
づ

く
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
、
心
ڧ

い
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
進
め

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

な
お
、
当
日
は
関
ト
ڠ
の

山
㟒
正
ઐ
຿
ཧ
事（
東
ト
ڠ

ઐ
຿
ཧ
事
）が
来
ෂ
と
し
て

出
੮
し
、ॕ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

佐藤会長

最新機器の体験会を併催

法改正のポイントを解説
దਖ਼ͳۀࣄ運Ӧ͕ใΘΕΔ

足跡をたどりともに未来へ歩む

ୈ
��
ճ
ঁ
ੑ
ܦ
Ӧ
ऀ
෺
ྲྀ
η
ϛ
φ
ồ

౦
τ
ڠ
ঁ
ੑ
෦

౦
τ
ڠ
ࡾ
૊
৫
߹
ಉ
૯
ձ
࠙
਌
ձ

̔
೥
౓

૯

ձ

にֶͼɺ੒௕͢Δ৔へڞ

ձ
௕
ʹ
ࠤ
౻
ࢯ
Λ
બ
೚

ؔ
τ
ڠ

੨
೥
෦
ձ

ࣗ
ಈ
఺
ݺ
ʹ
ؔ
͢
る
આ
໌
ձ

୆
౦
ɾ
ਂ
઒
ɾ
৓
౦
ɾ
๽
ా
ɾ
ߥ
઒
֤
ࢧ
෦

େ
ਓ
ؾ
ͷ
େ
ܕ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
৐
ं
ମ
ݧ

区民まつりに参加
౦
τ
ڠ
ੈ
ా
୩
ࢧ
෦

電話・Ｗｅｂで健康相談
ར用Λʂ 無料͝ʹܰؾ͓

　東京都トラック協会は、会員事業者の従業員・
被扶養者・従業員の２親等までを対象に、電話に
よる無料の各種健康相談を行っている。「からだ
の悩み」は24時間・365日年中無休で受付。
　「こころの悩み」のメンタルヘルス関係の相談
には心理専門職が相談に応じる（平日午前９時〜
午後９時／土曜日午前１０時〜午後６時）。

˗�ి࿩૬ஊ૭ޱ�˗
ϑϦʔμΠϠϧ̌̍̎̌ʵ̍̌̕ʵ̏̓̍

　あわせて、健康情報に関するWebサイト・アプリ
「みんなの家庭の医学」（https://kateinoigaku.
jp/団体コード＝tora）も利用可能。

東ト協
からだ・メンタルヘルス
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和８年５月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 53 12 15 2 0 7 1 0 1 15 106
関与事故件数 50 11 15 2 0 6 1 0 1 41 127
（前年比） +6 −1 ±0 ±0 ±0 +3 +1 ±0 +1 −17 −7

中
型

１当件数 29 23 13 1 0 3 3 0 0 12 84
関与事故件数 30 19 13 1 0 3 2 0 0 26 94
（前年比） +3 ±0 −2 −3 ±0 −7 −1 ±0 ±0 −8 −18

準
中
型

１当件数 66 36 12 9 0 11 2 0 0 29 165
関与事故件数 65 31 13 9 0 10 2 0 0 78 208
（前年比） +15 −8 −14 +4 −3 +4 −1 ±0 ±0 −14 −17

普
通
・
軽

１当件数 185 85 79 20 12 22 8 4 4 72 491
関与事故件数 189 76 95 20 12 22 10 4 4 203 635
（前年比） +31 +9 +5 +8 −2 −3 +2 +2 +3 +27 +82

合
計

１当件数 333 156 119 32 12 43 14 4 5 128 846
関与事故件数 334 137 136 32 12 41 15 4 5 348 1,064
（前年比） +55 ±0 −11 +9 −5 −3 +1 +2 +4 −12 +40

死
者
数

大型貨物車（１当） 2 0 1 0 0 0 1 0 0 0 4
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
準中型貨物車（１当） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
普通・軽貨物車（１当） 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 3

ɹྩ࿨̔೥݄̑
຤ࡏݱͷ౎಺શ

Ҭͷަ௨ൃނࣄੜ݅਺ʢຊ
೥ྦྷܭʣ͸ɺ11
77�݅Ͱɺ
લ೥ಉظൺ2��݅ݮগͨ͠
͕ɺ�7ऀࢮਓͰલ೥ಉظൺ
̏݅૿Ճͱͳͬͨɻ
ɹӦۀ༻՟෺ंͷؔ༩ނࣄ
ʢ「ҧ൓ผ」දのԼஈ「஫」
রʣൃࢀ ੜ݅਺ʢຊ೥ྦྷܭʣ
͸ɺ1
0�4݅Ͱલ೥ಉظൺ

40݅૿Ճ͠ɺ̔ऀࢮਓͰલ
೥ಉظൺ̎݅૿Ճͱͳͬͨɻ
ɹܕྨނࣄผͰ͸ɺӈંࠨ
࣌ͷं྆૬12͕ނࣄޓ�
݅Ͱલ೥ಉظൺ1�݅ݮগ
͠ɺऀࢮ਺͸̌ ਓͩͬͨɻ
ɹҧ൓ผͰ͸ɺ̓ શෆ֬ೝ
ʹΑΔؔ༩݅ނࣄ਺͕��4
݅Ͱɺલ೥ಉظൺ��݅૿Ճ
ͱͳͬͯ ͍Δɻ

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

◎�運行中は緊張感を保ち、前方や周囲の道路状況の把握を怠
らないこと。また、｢かもしれない運転｣を励行し、未然に危
険を回避できるよう努めること。
日 時 ６月11日（木） ５時50分頃発生（晴天）
場 所 小金井市内（区市町村通・北大通り）
当事者 ①自動二輪車（男性50代死亡）×②事業用大型貨物車（男性60代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状 況

小金井市本町

至 東京学芸大学

至 亜細亜大学
本町二丁目

概 要
事業用大型貨物車が、北大通りを亜細亜大学方向から
東京学芸大学方向へ交差点を直進中、右折してきた自動
二輪車と衝突したもの。

◎�事故を起こしてしまった際は、被害者の救護、周辺交通の安全確保等に努めること。
日 時 ６月17日（水） ６時50分頃発生（晴天）
場 所 葛飾区内（都道・環七通り）

当事者
①自動二輪車（同乗）（男性10代死亡）×①自動二輪車（男性10代）×
②自家用普通乗用車（男性50代）×③事業用大型貨物車（男性40代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状 況

至
葛
西

至
亀
有

葛飾区奥戸

概 要
③事業用大型貨物車が環七通りを亀有方向から葛西方向に進
行中、同方向に進行していた①自動二輪車が②自家用普通乗
用車に衝突後、③事業用大型貨物車にぶつかり、①自動二輪
車の同乗者が③事業用大型貨物車の後輪に轢過されたもの。

ް
生
࿑
働
ল
は
こ
の
ほ

ど
、
ྩ
和
７
年（
１
～
12
月

ʗ
新
ܕ
コ
ロ
φ
΢
イ
ル
ス
感

છ
঱
へ
の
り
ױ
に
よ
る
も
の

を
除
く
）の
࿑
働
災
害
発
生

状
況（
֬
ఆ
஋
）を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
産
業

の
ࢮ
๢
者
数
は
７
０
０
人

で
前
年
比
4�
人（
６
・
２
ˋ
）

ݮ
少
し
、
過
ڈ
࠷
少
を
ߋ
新

し
た
。
ࢮ
ই
者
数（
休
業
４

日
Ҏ
上
）は
1�
万
５
３
３
３

人
で
ಉ
３
８
５
人（
０
・
３

ˋ
）
ݮ
少
し
、
お
お
む
Ͷ
横

ば
い
で
ਪ
Ҡ
し
た（
Ҏ
下
、

増
ݮ
は
前
年
比
）。

も
の
の
ݐ
ઃ
業
に
次
い
で
２

൪
目
に
多
く
、
全
体
の
2�
・

４
ˋ
を
઎
め
た
。
ま
た
、「
転

倒
」が
２
̕
７
２
人
、「
動
࡞

の
൓
動
・
ແ
ཧ
な
動
࡞
」
が

２
７
３
８
人
、「
は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ
」
が
１
４
６
３

人
と
続
い
た
。

ް
࿑
ল
で
は
、
第
14
次
࿑

東
京
࿑
働
ہ

が
ま
と
め
た
ྩ

和
７
年
の
࿑
働

災
害
発
生
状
況

（
֬
ఆ
஋
）
に

よ
る
と
、
؅
内

の
ࢮ
๢
者
数
は
��
人
で
前
年

比
２
人（
５
・
̕
ˋ
）
増
Ճ

し
た
が
、
ࢮ
ই
者
数（
休
業

４
日
Ҏ
上
）は
１
万
１
０
８

５
人
で
ಉ
３
１
８
人（
２
・

８
ˋ
ݮ（
少
し
た
。

業
種
ผ
に

み
る
と
、
陸

上
՟
物
運
送

事
業
に
お
け

る
ࢮ
๢
者
数
は
�0
人
で
2�

人（
2�
・
̕
ˋ
ݮ（
少
し
、業

種
ผ
で
は
ݐ
ઃ
業
、
੡
造
業

に
次
い
で
３
൪
目
に
多
か
っ

た
。
ࢮ
ই
者
数
は
１
万
５
６

３
２
人
で
６
６
０
人（
４
・

１
ˋ
）
ݮ
少
し
た
。
業
種
ผ

で
は
੡
造
業
、
঎
業
、
保
݈

Ӵ
生
業
に
次
い
で
４
൪
目
に

多
か
っ
た
。

事
ނ
の
ܕ
ผ
に
み
る
と
、

ࢮ
๢
災
害
で
は「
ަ
通
事
ނ

（
道
路
）」
が
4�
人
で
４
人

（
10
・
３
ˋ
）増
Ճ
し
、全
体

の
��
・
８
ˋ
を
઎
め
、
࠷
も

多
か
っ
た
。

一
ํ
、
ࢮ
ই
災
害
で
は
ՙ

役
࡞
業
中
な
ど
の「
௢
落
・

転
落
」
が
４
１
２
６
人
で
�2

人（
１
・
５
ˋ
）
ݮ
少
し
た

東
京
౎
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会

は
、
ྩ
和
８

年
度
の
安
全

性
༏
良
事
業

所（
̜
Ϛ
ー

ク
事
業
所
）

東
京
運
༌
ࢧ

ہ
長
表
জ
に

つ
い
て
、
表
জ
基
準
を
す
べ

て
満
た
す
事
業
所
の
ਃ
੥
受

付
を
行
い
、
東
運
ࢧ
ہ
に
ਪ

ન
し
ま
す
。

ਃ
੥
書
類
の
ఏ
出
期
限

は
、８
月
７
日
ま
で
。
表
জ

基
準
は
次
の
通
り
。

ᶃ
10
年
Ҏ
上
連
続
し
て
̜

Ϛ
ー
ク
事
業
所
に
ೝ
ఆ

ᶄ
表
জ
日
の
直
前
�
年
間

に
東
運
ࢧ
ہ
؅
内

で
、
事
ނ
報
ࠂ
ن
則

に
ن
ఆ
す
る
第
一
当

事
者
、
ま
た
は
第
一

し
た
事
業
所
、
ま
た
は
社
内

で
ఆ
期
的
に「
運
転
ه
࿥
ূ

明
書
」
を
取
り
寄
せ
、
事
ނ

お
よ
び
ҧ
൓
実
ଶ
を
೺
Ѳ

し
、
ݸ
ผ
ࢦ
ಋ
に
׆
用
し
て

い
る
事
業
所

ৄ
細
は
、
東
ト
ڠ
ホ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
を
参
র（
ਃ
੥
書
類

様
ࣜ
の
ダ
΢
ン
ロ
ー
υ
が
可

能
）。˜ਃ

੥
・
問
い
合
わ
せ
先

ử
東
ト
ڠ
ద
正
化
事
業
෦

（
ὸ
0�
・
３
３
５
̕
・
４
１

３
８
）

当
事
者
と
ਪ
ఆ
さ
れ
る
事
ނ

を
ى
こ
し
て
い
な
い
事
業
所

ᶅ
表
জ
日
の
直
前
１
年
間

に
東
運
ࢧ
ہ
؅
内
で
、
؂
ࠪ

に
基
づ
く
行
政
ॲ
分
を
受
け

て
い
な
い
事
業
所

ᶆ
ަ
通
事
ނ
防
ࢭ
に
係
る

ఆ
期
的
な
運
転
者
ڭ
ҭ
を
実

ࢪ
し
て
い
る
事
業
所

ᶇ
デ
ジ
λ
ル
ࣜ
運
行
ه
࿥

ܭ
、
ま
た
は
υ
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
の
い
ず
れ
か
を
事
業

所
の
配
ஔ
ं
両
の
90
ˋ
Ҏ
上

に
装
着
し
、
そ
の
ޮ
Ռ
を
運

転
者
ڭ
ҭ
な
ど
に
൓
ө
し
て

い
る
事
業
所

ᶈ
̜
Ϛ
ー
ク
ೝ
ఆ
に
よ

り
、
ՙ
ओ
か
ら
の
評
価
も
し

く
は
安
ఆ
的
な
経
営
を
֬
保

働
災
害
防
ࢭ
ܭ
ը
に
お
い

て
、
陸
上
՟
物
運
送
事
業
の

ࢮ
ই
者
数
を
̕
年
ま
で
に
４

年
比
で
５
ˋ
Ҏ
上
ݮ
少
さ
せ

る
目
標
を
ܝ
げ
て
い
る
。
８

年
度
も
引
き
続
き
、
目
標
の

ୡ
成
に
向
け
࿑
働
災
害
防
ࢭ

対
策
に
取
り
૊
ん
で
い
く
と

し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
陸
上
՟
物
運

送
事
業
に
お
け
る
ࢮ
๢
者
数

は
２
人
で
ಉ
２
人（
�0
・
０

ˋ
）、
ࢮ
ই
者
数
は
１
０
６

２
人
で
ಉ
６
人（
０
・
６
ˋ
）

そ
れ
ぞ
れ
ݮ
少
し
た
。

こ
れ
を「
第
14
次
࿑
働
災

害
防
ࢭ
ܭ
ը
」
の
目
標
の
ى

算
点
で
あ
る
４
年
比
で
み
る

と
ࢮ、
๢
者
数
が
２
人（
�0
・

０
ˋ
）、
ࢮ
ই
者
数
が
1�
人

（
１
・
４
ˋ
ݮ（
少
し
た
。

８
月
７
日
ま
で

東
ト
協

受

付対
象
事
業
所
は
申
請
を

Ｇマーク事業所
東運支局長表彰

８
年
度 શ

࢈
業
ɾ
ࢮ
๢
ऀ

ա
ڈ
࠷
গ
ʹ
ɹ
ɹ

̓

年
౦ ࿑ ہ ؅ ಺
཮運ۀͷ࿑ࡂ

ࢮ
๢
ɾ
ࢮ
ই
ͱ
΋
ʹ
ݮ
গ

（
確
定
値
）

労
災
発
生
状
況

厚
労
省

７

年
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˔
ࠃ
౔
ަ
௨
ল
、
高
品
Ґ

೘
ૉ
水（
̖
̳
̗
̻
̈́
̴
�

な
ど
）や
Τ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

な
ど
の
油
ࢷ
類
に
つ
い
て
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対

し
、
安
ఆ
供
給
֬
保
に
向
け

た
ڠ
ྗ
を
相
次
い
で
要
੥
す

る（
12
日
）

˔
ࢀ
ٞ
Ӄ
ຊ
ձ
ٞ
、「
物
ࢿ

の
流
通
の
ޮ
཰
化
に
関
す
る

๏
཯
の
一
෦
を
改
正
す
る
๏

཯
Ҋ
」
が
ࢍ
成
多
数
に
よ
り

可
ܾ
・
成
立
す
る
。
長
ڑ
཭

༌
送
を
ෳ
数
の
υ
ラ
イ
バ
ー

で
分
担
す
る「
中
継
༌
送
」

の
ਪ
進
を
Ґ
ஔ
づ
け
る（
1�

日
）˔

౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
ク
ڠ
ձ

ঁ
ੑ
෦
、
֤
ࢧ
෦
長
・
ࢧ
෦

を
通
じ
て「
ト
ラ
ッ
ク
・
物

流
̜
メ
ン
׆
動
に
お
け
る
ՙ

ओ
向
け
ࢪ
ઃ
内
ト
イ
レ
࢖
用

に
関
す
る
ν
ラ
シ
の
配
෍
に

൐
う
配
送
先
の
ࢪ
ઃ
内
ト
イ

レ
࢖
用
に
お
け
る
注
意
事
߲

に
つ
い
て
」
を
発
出
し
、
会

һ
事
業
者
に
周
知
ప
ఈ
を
求

め
る（
14
日
）

˔
౦
τ
ڠ
ͷ
ਫ
໺
ޭ
ձ

௕
、
横
඿
市
の
パ
シ
フ
ỹ
コ

横
඿
で
開
࠵
さ
れ
た「
ジ
Ỿ

パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
シ
ἀ
ー
２
０

２
６
」
の
ओ
࠵
者
ಛ
ผ
ߨ
ԋ

プ
ロ
ά
ラ
ム「
こ
れ
か
ら
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
進
む

道
」
を
テ
ー
Ϛ
と
す
る
パ
ω

ル
デ
ỹ
ス
カ
ッ
シ
ἀ
ン
に
、

パ
ω
リ
ス
ト
と
し
て
ొ
ஃ

し
、
ڠ
会
長
と
し
て
の
意
見

を
ड़
べ
る（
1�
日
）

˔
೔
ຊ
঎
޻
ձ
ٞ
ॴ
ɾ
౦

ژ
঎
޻
ձ
ٞ
ॴ
、「
中
小
ا
業

の
働
き
ํ
改
ֵ
に
関
す
る
ௐ

ࠪ
」
の
集
ܭ
結
Ռ
を
公
表
す

る
。
運
༌
業
で「
事
業
運
営

に
੍
約
が
生
じ
て
い
る
」
と

回
౴
し
た
ا
業
の
割
合
は
、

全
業
種
で
࠷
も
高
い
��
・
７

ˋ
に
上
る（
2�
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
ྩ
和
８
年
度

第
１
回
ཧ
事
会（
̬
̴
̱
ซ

用
）を
開
࠵
し
、
７
年
度
事

業
報
ࠂ
・
収
ࢧ
ܾ
算（
Ҋ
）

や
公
益
目
的
ࢧ
出
ܭ
ը
実
ࢪ

報
ࠂ
書（
Ҋ
）な
ど
の
૯
会

ఏ
出
ٞ
Ҋ
を
৹
ٞ
・
ঝ
ೝ
す

る
。
ま
た
、
会
長
ީ
補
者
બ

出
・
؅
ཧ
ҕ
һ
会
か
ら
ఏ
Ҋ

さ
れ
た
現
会
長
の
水
野
ޭ
ࢯ

を
、８
・
̕
年
度
会
長
ީ
補

者
と
し
て
ঝ
ೝ
す
る（
2�
日
）

˔
౦
ژ
౎
、
中
小
ا
業
者

な
ど
の
物
流
分
野
に
お
け
る

୤
୸
ૉ
化
を
ࢧ
ԉ
す
る「
ا

業
の
̨
̲
̾
̿
̴
３（
物
流

分
野
）
対
策
促
進
事
業（
陸

上
༌
送
）」
の
ਃ
੥
受
付
を

開
始
す
る（
27
日
）

˔
ް
ੜ
࿑
ಇ
ল
、
ྩ
和
７

年
の
࿑
働
災
害
発
生
状
況

（
֬
ఆ
஋
）を
公
表
す
る
。

ࢮ
๢
者
数
は
７
０
０
人
で
過

ڈ
࠷
少
に
、
休
業
４
日
Ҏ
上

の
ࢮ
ই
者
数
は
1�
万
５
３
３

３
人
で
、
と
も
に
前
年
比
で

ݮ
少
す
る
。
陸
上
՟
物
運
送

事
業
に
お
け
る
ࢮ
๢
者
数
、

ࢮ
ই
者
数
と
も
に
ݮ
少
す
る

（
27
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
府
中
市
の
警

ࢹ
庁
府
中
運
転
໔
ڐ
ࢼ
験
場

で
、ྩ
和
８
年
度
第
47
回「
東

ト
ڠ
υ
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
実
Պ
ڝ
ٕ
を
実
ࢪ

す
る
。
今
大
会
で
は
、
出
場

ࣙ
ୀ
者
を
除
く
ֶ
Պ
ڝ
ٕ
参

Ճ
者
�2
人
が
出
場
し
、
プ
ロ

ト
ラ
ッ
ク
υ
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
の
運
転
ٕ
ज़
を
ڝ
う（
�1

日
）

東
京
࿑
働
ہ

は
、
事
業
場
に

お
け
る
࿑
働

者
・
࢖
用
者
の
安
全

気
運
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
私

の
安
全
Ӵ
生
એ
言
コ

ン
ク
ー
ル
̨
̰
̵
̴

̬
̾
́
̺
̩
̤
̠
̮
̤
２

０
２
６
」
を
開
࠵
し
、
౎
内

で
働
く
࿑
働
者
か
ら
安
全
Ӵ

生
に
関
す
る
એ
言
を
広
く
ื

集
し
て
い
る（
写
真
͸
ื
ू

ν
ϥ
γ
）。
ื
集
期
間
は
７

月
１
日
～
10
月
７
日
ま
で
。

対
象
は
౎
内
の
事
業
場
で
働

ト
ෛ
担
の
増
Ճ
が
࠷
大
の
経

営
՝
題
と
な
っ
た
ほ
か
、
価

格
転
嫁
の
஗
れ
も
目
立
っ
て

お
り
、
燃
料
අ
ෛ
担
の
ਂ
ࠁ

さ
が
浮
き
ூ
り
と
な
っ
た

ௐ
ࠪ
は
５
月
７
日
か
ら
29

日
に
か
け
て
実
ࢪ
し
、
全
国

の
঎
޻
会
ٞ
所
会
һ
ا
業
２

４
̕
７
社
か
ら
回
౴
を
得
た

も
の
。
こ
の
う
ち
運
༌
業
は

１
０
３
社
。

中
東
情
੎
の
ۓ
迫
化
に
よ

る
経
営
へ
の
Ө
響
を
業
種
ผ

に
み
る
と
、運
༌
業
で
は「
燃

料
価
格
の
高
ಅ
に
よ
る
コ
ス

ト
ෛ
担
の
増
Ճ
」
が
9�
・
１

ˋ
で
࠷
多
と
な
っ
た
。
ݐ

ઃ
業
や
੡
造
業
、
宿
泊
・
ҿ

৯
業
で
は「
࢓
入
価
格
の
高

ಅ
に
よ
る
コ
ス
ト
ෛ
担
の
増

Ճ
」
が
࠷
も
多
か
っ
た
が
、

運
༌
業
の
み
燃
料
価
格
高
ಅ

の
Ө
響
が
࠷
も
高
い
割
合
を

઎
め
て
い
る
。

一
ํ
、
࢓
入
価
格
や
燃
料

価
格
、
物
流
අ
の
高
ಅ
に
よ

る
コ
ス
ト
増
Ճ
分
の
価
格
転

嫁
状
況
に
つ
い
て
は
、
運
༌

業
で「
ほ
と
ん
ど
価
格
転
嫁

で
き
て
い
な
い
」
と「
価
格

転
嫁
し
て
い
な
い
」
の
合
ܭ

が
�1
・
０
ˋ
に
ୡ
し
た
。
ௐ

ࠪ
で
は
、
宿
泊
・
ҿ
৯
業
と

日
本
঎
޻
会
ٞ
所
と
東
京

঎
޻
会
ٞ
所
は
６
月
12
日
、

「
中
東
情
੎
の
ۓ
迫
化
に
よ

る
中
小
ا
業
へ
の
Τ
ω
ル
Ϊ

ー
౳
の
Ө
響
ௐ
ࠪ
」
の
集
ܭ

結
Ռ
を
公
表
し
た
。
運
༌
業

で
は
、
全
業
種
で
།
一
、
燃

料
価
格
の
高
ಅ
に
よ
る
コ
ス

前
・
業
຿
後
自
動
点
呼
機
ث

な
ど
の
ڞ
ಉ
ߪ
入
事
業
を
ੵ

ۃ
的
に
ਪ
進
す
る
。

さ
ら
に
、
ઐ
用
イ
ン
λ
ー

ω
ッ
ト
を
利
用
し
た「
東
ト

ڠ
連
ܕ
安
൱
֬
ೝ
サ
ー
ビ
ス

２
」
の
利
用
֦
大
と
、
ಉ
デ

ー
λ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構

ங
や
、
東
ト
ڠ
連
ܕ
̬
̴
̱

̠
̞
̩
事
業（
会
һ
ڠ
ಉ
૊

合
・
૊
合
һ
の
ී
及
促
進
）

を
ੵ
ۃ
的
に
ਪ
進
す
る
こ
と

と
し
た
。

૯
会
に
は
多
数
の
来
ෂ
が

出
੮
し
、
関
東
運
༌
ہ
の
౻

ా
礼
子
ہ
長
と
、
日
本
՟
物

運
送
ڠ
ಉ
૊
合
連
合
会
の
御

手
ચ
安
会
長
が
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ

た
。な

お
、
૯
会
終
ྃ
後
に
は

࠙
親
会
を
開
࠵
。
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
௣
名
会
長
は
、「
ࡢ

年
、
東
日
本
Ӊ
ࠤ
美
と
の
20

年
に
わ
た
る
燃
料
油
ڞ
ಉ
ߪ

入
事
業
を
終
ྃ
し
た
。
東
ト

ڠ
連
は
大
き
な
過
渡
期
に
差

し
か
か
っ
て
い
る
。
今
後
、

ڠ
連
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

૊
合
һ
の
օ
さ
ま
の
意
見
を

࢕
い
な
が
ら
新
し
い
ڠ
連
の

形
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
Ҏ
上
の
ご
ࢧ
ԉ
、

ご
ڠ
ྗ
を
お
願
い
し
た
い
」

と
ड़
べ
た
。

東
京
౎
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
ڠ
ಉ
૊
合
連
合
会（
௣
名

޾
子
会
長
）は
６
月
1�
日
、

ߓ
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で

ྩ
和
８
年
度（
第
47
期
）
通

常
૯
会
を
開
࠵
し
た
。
７
年

度
事
業
報
ࠂ
・
ܾ
算
関
係
書

類（
Ҋ
）、８
年
度
事
業
ܭ
ը・

収
ࢧ
予
算
書（
Ҋ
）な
ど
を

৹
ٞ
し
、
原
Ҋ
通
り
ঝ
ೝ
し

た
。７

年
度
事
業
報
ࠂ
で
は
、

燃
料
油
ڞ
ಉ
ߪ
入
事
業
に
つ

い
て
、
東
日
本
Ӊ
ࠤ
美
と
平

成
1�
年
３
月
か
ら
実
ࢪ
し
て

き
た
燃
料
油
な
ど
の
ڞ
ಉ
ߪ

入
事
業
を
７
年
̕
月
຤
で
終

ྃ
し
た
こ
と
を
報
ࠂ
し
た
。

今
年
度
事
業
ܭ
ը
で
は
、

運
送
原
価
の
的
֬
な
೺
Ѳ
と

意
識
ప
ఈ
に
向
け
、「
運
௞

東
京
運
༌
ࢧ
ہ
は
�
月

1�
日
、
ಉ
ࢧ
ہ
内
で
ྩ
和
８

年「
陸
運
関
係
ޭ
࿑
者
東
京

運
༌
ࢧ
ہ
長
表
জ
ࣜ
」
を
開

࠵
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
෦
໳
の

ほ
か
、
ϋ
イ
λ
ク
や
自
動
ं

や
ڭ
ҭ
機
関
と
の
連
ܞ
を
通

じ
て
、
業
界
の
持
続
的
な
発

ల
を
後
押
し
す
る
考
え
を
示

し
た
。

࠷
後
に
、
受
৆
者
を
代
表

し
て
٢
ా
ѥ
ل
）ࢯ
茂
࿊
運

送
・
࿅
馬
）が
ొ
ஃ
し
、「
本

日
の
受
৆
を
ྭ
み
に
、
業
界

の
発
ల
と
安
全
・
安
心
な
༌

送
の
֬
保
に
౒
め
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

な
お
、
表
জ
ࣜ
に
は
来
ෂ

と
し
て
、
東
ト
ڠ
の
٠
஑
正

ߒ
෭
会
長
が
出
੮
し
た
。

東
ト
ڠ
関
係
の
受
৆
者
は

次
の
通
り（
ܟ
称
ུ
、
カ
ッ

コ
内
は
会
社
名・所
ଐ
ࢧ
෦
）。

大
௡
හ
一（
大
௡
運
送
・

品
川
）
˜
٢
ా
ѥ
）ل
茂
࿊

運
送
・
࿅
馬
）
˜
ా
丸
正
一

（
ా
丸
運
༌
・
࿅
馬
）
˜
西

ా
一
࿠（
横
ٸ
・
ਂ
川
）
˜

੔
備
、
自
動
ं

関
連
、
ೋ
ྠ
の

֤
෦
໳
合
ܭ
21

人
、
お
よ
び
自

動
ं
ಛ
ఆ
੔
備
事
業
者
と
し

て
３
事
業
者
を
表
জ
し
た
。

こ
の
う
ち
、
東
京
౎
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
関
係
者
は
12
人
が

受
৆
。
ト
ラ
ッ
ク
෦
໳
を
代

表
し
て
、
小
宮
山
ൟ
）ࢯ
滝

ڵ
運
・
ᷤ
飾
）が
、
勝
家

ল
࢘
ࢧ
ہ
長
か
ら
表
জ
状

を
त
与
さ
れ
た（
写
真
）。

勝
家
ࢧ
ہ
長
は
ࣜ
ࣙ

で
、
受
৆
者
の
ޭ
੷
を
た

た
え
た
上
で「
陸
運
関
係

事
業
を
取
り
巻
く
؀
境
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

ಛ
に
υ
ラ
イ
バ
ー
な
ど
人

ࡐ
不
足
が
大
き
な
՝
題
と

な
っ
て
い
る
」
と
ࢦ
ఠ
。

人
ࡐ
֬
保
に
向
け
た
ࢧ
ԉ

໼
࡞
ݑ
一（
ඛ
東
運
༌
૔
・ݿ

ᷤ
飾
）
˜
小
宮
山
ൟ（
滝
ڵ

運
・
ᷤ
飾
）̃
大
৿
఩
໵（
光

੕
運
༌
・
ᷤ
飾
）
˜
古
ా
׮

樹（
コ
ダ
運
༌
・
多
ຎ
）
˜

と
も
に
価
格
転
嫁
が
進
ん
で

い
な
い
業
種
と
し
て
ڍ
げ
ら

れ
、
ԁ
滑
な
価
格
転
嫁
が
՝

題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
燃
料
や
石
油
化
ֶ

੡
品
の
供
給
途
ઈ
や
、
ஶ
し

い
価
格
高
ಅ
が
生
じ
た
場
合

の
事
業
継
続
期
間
に
つ
い
て

は
、
運
༌
業
の
��
・
̕
ˋ
が

「
１
ि
間
Ҏ
内
」
と
回
౴
。

全
業
種
平
ۉ
の
1�
・
８
ˋ
を

大
き
く
上
回
り
、
燃
料
な
ど

の
供
給
途
ઈ
が
事
業
継
続
の

難
し
さ
に
直
結
す
る
ݫ
し
い

実
ଶ
が
示
さ
れ
た
。

政
府
・
自
治
体
に
求
め
る

対
応
で
は
、「
政
府
に
よ
る

Τ
ω
ル
Ϊ
ー
の
安
ఆ
供
給

֬
保
」
が
�7
・
５
ˋ
で
࠷
も

多
く
、「
ి
ྗ
・
ガ
ス
料
金

の
ෛ
担
軽
ݮ
」（
24
・
２
ˋ
）、

「
ࢿ
金
܁
り
ࢧ
ԉ
」（
2�
・
７

ˋ
）、「
燃
料
අ
の
ෛ
担
軽
ݮ
」

（
2�
・
６
ˋ
）が
続
き
、コ
ス

ト
お
よ
び
ࢿ
金
面
で
の
ෛ
担

軽
ݮ
を
求
め
る
ا
業
が
多
い
。

中
東
情
੎
の
先
行
き
が
不

ಁ
明
な
中
、
運
༌
業
で
は
燃

料
価
格
の
動
向
と
と
も
に
、

コ
ス
ト
増
Ճ
分
の
ద
切
な
価

格
転
嫁
が
引
き
続
き
ॏ
要
な

՝
題
と
な
る
。

動
向
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

ௐ
ࠪ
」の
継
続
実
ࢪ
に
よ
り
、

ద
正
運
௞
の
収
受
や
不
公
正

取
引
の
ੋ
正
に
向
け
た
ՙ

ओ
・
行
政
へ
の
働
き
か
け
を

行
う
ほ
か
、
૊
合
һ
事
業
者

へ
の
ܒ
発
׆
動
を
通
じ
、
引

き
続
き
運
௞
問
題
へ
ੵ
ۃ
的

に
取
り
૊
む
。

こ
の
ほ
か
、
一
؏
し
た
高

଎
道
路
料
金
ܭ
算
業
຿
の
取

り
૊
み
の
ਪ
進
や
、
高
଎
道

路
利
用
事
業
の
ԁ
滑
な
運
営

に
౒
め
る
と
と
も
に
、
通
行

料
金
の
引
き
下
げ
や
֤
種
割

引
੍
度
の
ҡ
持
・
֦
ॆ
運
動

を
ల
開
す
る
。
ま
た
、
運
༌

事
業
関
連
機
ث
の
ߪ
入
コ
ス

ト
࡟
ݮ
に
向
け
、
連
合
会
機

能
を
発
ش
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
業
຿

๺
ᖒ
政
人（
๺
ᖒ
ࠝ
包
運
༌・

多
ຎ
）
˜
馬
場
ٛ
和（
ࡾ
ۄ

運
送
・
多
ຎ
）̃
୨
橋
豊（
༗

楽
運
送
・
多
ຎ
）
˜
前
ౢ
洋

（
成
洋
঎
事
・
多
ຎ
）

い
て
い
る
者
。

ಉ
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
第
14

次
࿑
働
災
害
防
ࢭ
ܭ
ը
の
ਪ

進
ࢪ
策
の
一
؀
と
し
て
実

ࢪ
。
࿑
働
者
一
人
ひ
と
り
が

࿑
働
災
害
防
ࢭ
や
݈
߁
֬
保

に
向
け
た
心
構
え
を「
安
全

Ӵ
生
એ
言
」
と
し
て
表
明
す

る
こ
と
で
、
安
全
Ӵ
生
意
識

の
向
上
と
安
全
文
化
の
ఆ
着

を
ਤ
る
。
Ω
Ỿ
ッ
ν
フ
レ
ー

ズ
は「
ト
ッ
プ
が
発
信
ʂ
み

ん
な
で
એ
言

一
人
一
人
が

『
安
全
・
安
心
』」。

ৄ
細
は
、
東
࿑
ہ
ホ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
を
参
র
。

˖５月分˖

事業計画案などを承認
運賃問題へ積極的に取り組む

８年度 通常総会東ト協連

陸
運
関
係
功
労
者
表
彰

８
年

東
京
運
輸
支
局
長

燃
料
高
騰
が
運
輸
業
直
撃

中
東
情
勢
巡
る
影
響
調
査

日商・東商

「私の安全衛生宣言コンクール」開催
東労局
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ア
メ
リ
カ
と

イ
ラ
ン
が
戦
闘

終
結
に
向
け
て

合
意
と
の
報
道

で
、
さ
っ
そ
く

原
油
価
格
が
下
落
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
国
内
の
燃

料
価
格
も
下
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
◆
た
だ
、
す

ぐ
に
紛
争
前
の
水
準
に
下

が
る
わ
け
で
は
な
い
。
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
が
開
放
さ
れ

て
も
、
原
油
供
給
が
平
時

に
戻
る
に
は
相
当
な
時
間

を
要
す
る
。
し
ば
ら
く
は

割
高
な
水
準
が
続
き
、
国

内
の
燃
料
高
が
収
ま
る
の

は
ま
だ
先
に
な
り
そ
う
だ

◆
気
が
か
り
な
問
題
は
燃

料
補
助
金
が
今
後
ど
う
な

る
か
だ
。
今
年
度
補
正
予

算
の
編
成
に
際
し
、政
府・

与
党
か
ら
補
助
金
見
直
し

に
言
及
す
る
コ
メ
ン
ト
が

出
て
い
る
。
今
後
、
和
平

合
意
が
成
立
す
れ
ば
、
遠

か
ら
ず
、
具
体
的
に
検
討

の
俎そ

じ
ょ
う上
に
上
が
る
可
能
性

が
あ
る
◆
現
状
、
燃
料
価

格
は
補
助
金
で
抑
え
ら
れ

て
い
る
が
、
紛
争
前
よ
り

は
か
な
り
高
い
水
準
。
ト

ラ
ッ
ク
燃
料
の
軽
油
も
し

か
り
で
、
運
送
事
業
者
の

経
営
を
圧
迫
し
、
コ
ス
ト

増
を
転
嫁
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
。
そ
れ
が
物
流
コ

ス
ト
を
押
し
上
げ
る
要
因

の
一
つ
で
も
あ
る
◆
補
助

金
の
見
直
し
は
今
後
の
価

格
次
第
だ
が
、
こ
う
し
た

側
面
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
物
価
高
対
策
の
観

点
に
立
て
ば
、
現
状
の
割

高
な
水
準
あ
り
き
で
な

く
、
よ
り
抑
え
る
こ
と
も

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

縁
切
榎
板
橋
区
本
町
18

ら
れ
ま
し
た
。
絵
馬
に
は
情
報

保
護
シ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
奉
納
後
も
願
い
事
の
内
容

が
見
え
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。

人
に
は
打
ち
明
け
に
く
い
悩

み
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
悪

縁
を
断
ち
、
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の

願
い
が
か
な
っ
た
な
ら
再
び
こ

の
地
を
訪
れ
、
お
礼
参
り
で
感

謝
を
伝
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

れ
、
古
く
か
ら
信
仰

を
集
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
榎
は
３
代
目
で
、初
代
は

明
治
17（
１
８
８
４
）
年
の
板
橋

宿
の
大
火
で
類
焼
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
榎
に
は
、
文
久
元（
１
８

６
１
）
年
に
皇
女
・
和
宮
が
第
14

代
将
軍
徳
川
家
茂
に
嫁
ぐ
際
、「
縁

切
り
」の
名
を
忌
ん
で
こ
こ
を
迂

回
す
る
道
路
を
造
っ
た
と
い
う
逸

話
が
あ
り
、そ
の
名
を
広
く
知
ら

し
め
ま
し
た
。

実
際
に
訪
れ
る
と
、榎
を
囲
む

一
角
は
思
い
の
ほ
か
コ
ン
パ
ク

ト
で
、参
拝
を
待
つ
人
の
姿
も
見

悪
縁
を
断
つ
板
橋
の
名
所

「
縁え

ん
き
り
え
の
き

切
榎
」と
聞
く
と
、ど
こ

か
物
騒
な
響
き
が
あ
り
ま
す
。

私
も
訪
れ
る
前
は
、
人
間
関
係

の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
人
が
集

ま
る
、
怨
念
や
情
念
が
渦
巻
く

よ
う
な
場
所
な
の
で

は
、
と
勝
手
な
想
像

を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、旧
中
山
道
の
宿
場
町・

板
橋
宿
に
程
近
い
、住
宅
街
の
中

に
た
た
ず
む
縁
切
榎
は
、悪
縁
や

病
気
、災
難
と
の
縁
を
断
ち
切
り
、

良
縁
を
結
ぶ
ご
利
益
が
あ
る
と
さ

皇族も避けた逸話も
縁
切
榎

今
回
は
、
青
梅
市
に

あ
る
御み

た
け
さ
ん

岳
山
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
御み

た
け嶽

駅
か
ら
バ
ス
と
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
を
乗
り
継
ぎ
、

標
高
８
３
１
㍍
の
御
岳

山
駅
へ
。
参
道
に
は
茶

屋
や
土
産
物
店
が
並

び
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
の

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
武
蔵
御

嶽
神
社
の
鳥
居
に
到
着
し
、
長

い
石
段
を
上
る
と
結
構
な
運
動

に
な
り
ま
す
。
本
殿
か
ら
は
関

東
平
野
を
一
望
で
き
、
し
ば
し

景
色
を
眺
め
な
が
ら
休
憩
。

武
蔵
御
嶽
神
社
に
は
、

か
つ
て
日
本
に
生
息
し
て

い
た
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の

神
様「
大お

お
く
ち
ま
が
み

口
真
神
」（
通
称

お
い
ぬ
さ
ま
）も
祀ま

つ

ら
れ

て
い
る
こ
と
を
、
今
回
初

め
て
知
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

愛
犬
と
と
も
に
参
拝
す
る
人
も

に
い
な
が
ら
、
こ
れ
ほ
ど
豊
か

な
自
然
を
味
わ
え
る
こ
と
に
少

し
感
動
し
ま
し
た
。

沢
沿
い
を
進
む
と
、「
綾
広

の
滝（
写
真
）」に
到
着
し
ま
す
。

落
差
は
10
㍍
ほ
ど
で
、
な
か
な

か
の
壮
観
。
そ
も
そ
も
、
御
岳

山
は
古
く
か
ら
霊
山
と
し
て
知

ら
れ
、
こ
の
滝
も
修
行
場
の
一

つ
。
宿
坊
で
は
、
滝
行
宿
泊
プ

ラ
ン
も
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
こ
こ
か
ら
折
り
返
し
、
も

う
一
つ
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る

「
七
代
の
滝
」
へ
向
か
い
ま
し

た
。
途
中
に
は「
滑
り
や
す
い

の
で
注
意
」と
書
か
れ
た
横
断

幕
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に

岩
場
は
滑
り
や
す
く
、

私
も
足
を
取
ら
れ
て
派

手
に
転
倒
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

帰
り
は
人
通
り
の
少

な
い
遊
歩
道
を
歩
い
た

た
め
、
熊
に
遭
遇
し
な

い
か
心
細
い
思
い
も
し

ま
し
た
が
、
３
時
間
ほ

ど
で
楽
し
め
る
手
軽
な

山
歩
き
を
満
喫
で
き
る

の
で
、お
勧
め
で
す
。

多
く
、
今
回
も
ダ
ッ
ク
ス

フ
ン
ト
が
祈
祷
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
お
い
ぬ
さ
ま

が
描
か
れ
た
魔
除
け
や
盗

難
除
け
の
お
札
も
か
っ
こ

い
い
。

参
拝
を
終
え
た
後
は

「
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
」
へ

向
か
い
ま
し
た
。こ
こ
は
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
岩
の
間

を
清
流
が
流
れ
、
岩
は
一

面
の
苔
に
覆
わ
れ
て
い
ま

す
。
武
蔵
御
嶽
神
社
が
ニ

ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
を
祀
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
ど
こ

か『
も
の
の
け
姫
』
の
世
界
を

思
わ
せ
る
雰
囲
気
で
す
。
東
京

ライターライターライター
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拝
路
沿
い
で
静
か
に
咲
き
、
参
拝
者

の
心
を
和
ま
せ
て
い
る
。

防
災
へ
の
備
え
を
忘
れ
ず
に
過
ご

し
な
が
ら
、
雨
の
季
節
な
ら
で
は
の

風
情
に
も
目
を
向
け
て
み
た
い
。

梅
雨
も
後
半
に
入
っ
た
。
終
わ
り

に
近
づ
く
と
、
大
雨
に
よ
る
被
害
が

発
生
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
経
験

則
的
な
思
い
が
あ
り
、
梅
雨
明
け
ま

で
は
安
心
で
き
な
い
。こ
の
と
こ
ろ
、

梅
雨
期
の
水
害
が
増
え
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
が
、
今
年
は
気
象
庁
で
新

た
な
防
災
気
象
情
報
の
運
用
が
５
月

29
日
か
ら
始
ま
り
、梅
雨
入
り
早
々
、

そ
の
情
報
に
基
づ
く
対
応
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

新
た
な
防
災
気
象
情
報
を
実
際
に

目
に
す
る
機
会
と
な
っ
た
の
が
、
台

風
６
号
だ
っ
た
。
６
月
初
め
に
は
14

年
ぶ
り
に
本
州
へ
上
陸
し
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
は
気
象
情
報
や
台
風
情
報
と

と
も
に
、
新
た
な
防
災
気
象
情
報
を

「
実
践
運
用
し
な
が
ら
周
知
」
す
る

か
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
た
。

今
回
の
見
直
し
で
は
、
防
災
気
象

情
報
と
自
治
体
が
発
表
す
る
避
難
情

報
が
連
動
し
、
避
難
の
判
断

が
し
や
す
く
な
っ
た
。
防
災

気
象
情
報
に
対
応
す
る
「
警

戒
レ
ベ
ル
」
を
１
～
５
で
示

し
、
危
険
度
が
数
字

で
分
か
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
対
象
と

な
る
の
は
河
川
氾

濫
、大
雨
、土
砂
災

害
、高
潮
で
、そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
応
じ
て

取
る
べ
き
行
動
が
示

さ
れ
て
い
る
。な
お
、

河
川
氾
濫
に
関
す
る

情
報
は
、
１
級
河
川

だ
。
塀
代
わ
り
に
植
え

ら
れ
て
群
落
を
な
し
、

咲
き
誇
る
姿
を
見
せ
て

い
た
り
、
庭
先
で
ひ
っ

そ
り
と
風
情
を
漂
わ
せ

て
い
た
り
、
街
路
樹
の

一
角
で
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
。
ア

ジ
サ
イ
と
い
え
ば
、
花

を
多
く
付
け
た
丸
い
形

の
、
華
や
か
な
手
毬
咲

き
を
思
い
浮
か
べ
る
人

が
多
い
だ
ろ
う
。
万
葉

集
に
も
詠
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
、
日
本
で
は
古

く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
花
で

あ
る
。

基
本
種
は
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ

で
、
手
毬
咲
き
に
比
べ
る
と
地

味
だ
が
、
梅
雨
の
風
情
に
よ
く

似
合
う
と
昔
か
ら
愛
さ
れ
て
き

た
。
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
は
、「
額
」

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
オ
シ
ベ
や
メ
シ
ベ
を
持
つ

小
さ
な
本
来
の
花（
両
性
花
）

を
中
心
に
、
そ
の
周
囲
を
額
縁

の
よ
う
に
装
飾
花
が
取
り
囲
む
。
装

飾
花
は
受
粉
の
た
め
、
虫
を
引
き
寄

せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
、
種

子
は
つ
く
ら
な
い
。
手
毬
咲
き
は
、

こ
の
両
性
花
が
装
飾
花
へ
と
変
化
す

る
よ
う
品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
た
め
挿
し
木
で
増
や
せ
る
。
ア

ジ
サ
イ
は
日
本
で
生
ま
れ
、
中
国
を

経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
っ
た
。
そ
の

地
で
品
種
改
良
さ
れ
、
西
洋
ア
ジ
サ

イ
と
し
て
再
び
日
本
へ
戻
っ
て
き
た

と
い
う
歴
史
を
持
つ
。

ア
ジ
サ
イ
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ

る
文
京
区
白
山
の
白
山
神
社
で
は
、

約
３
０
０
０
株
の
ア
ジ
サ
イ
が
境
内

や
隣
接
す
る
公
園
を
彩
り
、「
白
山

富
士
」
で
知
ら
れ
る
富
士
塚
を
美
し

く
包
み
込
ん
で
い
た
。
ま
た
、
日
野

市
の
高
幡
不
動
尊（
金
剛
寺
）に
は

全
国
や
海
外
か
ら
集
め
ら
れ
た
約
２

５
０
種
７
８
０
０
株
の
ア
ジ
サ
イ
が

植
え
ら
れ
、
山
内
八
十
八
ヶ
所
の
巡

な
ど
の
大
き
な
河
川
に
限
っ
て
発
表

さ
れ
る
も
の
で
、
身
近
な
小
さ
な
河

川
な
ど
は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

例
え
ば「
レ
ベ
ル
３
・
大
雨
警
報
」

で
あ
れ
ば
、
低
地
の
浸
水
や
中
小
河

川
の
氾
濫
な
ど
へ
の
警
戒
が
必
要
な

段
階
で
あ
り
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な

ど
避
難
に
時
間
を
要
す
る
人
は
、
早

め
の
避
難
が
求
め
ら
れ
る
。
実
際
に

テ
レ
ビ
で
も
「
レ
ベ
ル
３
」
が
発
表

さ
れ
る
と
、「
高
齢
者
や
子
ど
も
な

ど
、
避
難
に
時
間
が
か
か
る
人
は
早

め
の
避
難
を
」と
呼
び
か
け
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
は
行
政
側
か
ら
出
さ
れ
る

防
災
情
報
に
対
し
、「
長
年
の
経
験

か
ら
ま
だ
大
丈
夫
」「
我
が
家
は
今
ま

で
問
題
な
か
っ
た
」
な
ど
と
考
え
、

現
状
を
過
小
評
価
す
る
〝
正
常
性
バ

イ
ア
ス
〟が
働
き
や
す
か
っ
た
。
危

険
度
を
数
字
で
示
す
こ
と
は
、
危
険

へ
の
意
識
を
高
め
、
早
め
の
行
動
を

促
す
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
い
え

る
だ
ろ
う
。

大
雨
は
願
い
下
げ
だ
が
、
こ
の
季

節
を
彩
る
も
の
と
い
え
ば
ア
ジ
サ
イ

高幡不動尊／巡拝路の両側に咲くアジサイ 白山神社／「白山富士」を彩るアジサイ

町
中
で
見
か
け
た
ア
ジ
サ
イ

（
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
／
手
鞠
咲
き
ア
ジ
サ
イ
）

６
月
は
雨
の
季
節

備
え
と
季
節
感

運用早 、々台風６号で実践

梅雨を彩るアジサイの風情


